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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３００ｃｍ３以上の途切れない体積を備えるチャネルを有するスリーブと、前記スリー
ブの前記チャネルを通して流動性の媒体を吐出するための機構と、を含むディスペンシン
グシステムであって、
　前記機構は、上部ハウジングに取り外し可能に取り付けられた下部ハウジングと、ベー
ス内に保持された容器と、を含み、
　前記スリーブの前記チャネルを通しての前記流動性の媒体の吐出が、前記流動性の溶剤
の見ることが可能なプルームをもたらすディスペンシングシステム。
【請求項２】
　チャネルを有するスリーブと、
　前記チャネルに流動性の媒体を吐出するための機構と、を含むディスペンシングシステ
ムであって、
　前記チャネルは、３００ｃｍ３以上の途切れない体積を備え、
　前記スリーブは、０．０５ｍｍ／ｓ以上の平均ウィッキング速度を備えるディスペンシ
ングシステム。
【請求項３】
　途切れないチャネルを有するスリーブと、
　前記スリーブの前記チャネルを通して流動性の媒体を吐出するための機構と、を含むデ
ィスペンシングシステムであって、
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　前記機構は、０．１ｍｍから１．０ｍｍの間の直径を有する少なくとも１つの吐出口を
含み、
　前記チャネルを通しての前記流動性の媒体の吐出は、前記スリーブの約長手方向の軸で
測定した３０度から７０度の間の角度で向けられ、
　前記スリーブは、０．０５ｍｍ／ｓ以上の平均ウィッキング速度を有するディスペンシ
ングシステム。
【請求項４】
　シェードと、
　前記シェードを保持するためのベースと、を含むディスペンシングシステムであって、
　害虫防除剤をシェード内に放出するための容器は、前記ベース内に完全に収容され、一
部は前記シェードの外側にあり、
　前記シェードは、前記ベースの一部を囲み、
　前記シェードへの前記害虫防除剤の吐出が、前記シェードの表面上に、見ることができ
る濡れ点をもたらし、
　前記シェードは、前記害虫防除剤を通過させて吸い上げることを可能にするディスペン
シングシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、組成物を定量出す（ディスペンス）ための方法及びシステムに関する。より
詳細には、本発明は、組成物の接触とディスペンサとの相互作用との結果として、複数の
使用及び効果的な指標を生成するディスペンサに関する。
【背景技術】
【０００２】
　消費財製品の利用者は、通常、特定の家事を達成するために組成物を購入する。例えば
、利用者は、害虫を防除するために、家の中又は外で、害虫防除剤を散布することを望む
。あるいは、利用者は、家に香りを出すため、及び／又は家の臭気を除くために、空気清
浄装置を購入する。いくつかの例では、害虫を駆除するために、害虫の上に害虫防除組成
物を定量出す（ディスペンス）、といったように、瞬時に組成物を定量出すことが望まし
い。他の例では、継続的に家の部屋の中に心地よい香りを提供するために、家の部屋に芳
香組成物を定量出す、といったように、所望の結果を達成するために、長期間にわたって
組成物を定量出すことが望ましい。さらに他の例では、同一の又は別の組成物の拡張作用
が続く即時の結果と長期的な結果の両方を提供する組成物を定量出す（ディスペンス）こ
とが望ましい。
【０００３】
　残念ながら、多くの消費財の組成物は、リザーバーからの放出の際に、短時間に有効で
ある、能動的で、瞬間作用の組成物だけであるか、または、予め満たされた基部から長時
間にわたって有効である、受動的で、継続的作用の組成物だけである。各システムは、他
方に対して利点を有する。例えば、能動的なシステムは、利用者が、昆虫を撃退するため
か、または、強い悪臭を克服するために、直ちに所望の量の殺虫剤、または、芳香剤を放
出することを可能にする。しかし、これらの組成物強度における一時的な急上昇は、通常
は急速に減衰する。一方、受動的なシステムは、典型的には、能動的なシステムと比較し
て、組成物の強度において、よりわずかな減衰を伴って、継続的な組成物の放出を行う。
【０００４】
　いくつかは、能動的なシステムの制御された放出と受動的なシステムの持続的な放出を
利用するために、能動的なシステムと受動的なシステム組み合わせを求めた。例えば、米
国特許第４，３４１，３４８号においては、空気中に、そして、吸収部材に、直接スプレ
ーを定量出す（ディスペンス）ディスペンシング装置（定量出す装置）が開示されている
。ディスペンシング装置（定量出す装置）は、エアゾール容器及びエアゾール容器の上部
に配置されたオーバーキャップを含む。オーバーキャップは、通気式円筒形の側壁と通気
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式トップ部分とを含む。プランジャ部品は、容器のバルブステムに係合し、オーバーキャ
ップの頂部を通って延びる。プランジャは、その両側に形成された２つのポートを含む。
二つの吸収性担体（キャリア）部材はプランジャ部品の周りでオーバーキャップの上部内
に配置される。キャリア部材は、断面が略半円形であり、二つの直径方向で対向する噴霧
通路を作成するような方法で、プランジャの周囲に配置されている。プランジャ部品が活
性化されると、芳香剤が、噴口の外に放出され、大気中に反対側の噴霧通路を通って、放
出される。オーバーキャップは、噴口と噴霧通路が一列に整列しないように、また、プラ
ンジャが駆動したときに、スプレーが直接キャリア要素に噴口から放出されるように、９
０度回転されてもよい。追加の噴口は、スプレーが噴霧通路を通って、同時にキャリア部
材上に放出されるように、プランジャに設けられてもよい。
【０００５】
　米国特許第４，７２６，５１９号に開示された別の装置は、即時の空気処理のためや、
連続した空気処理のための吸収成分を再装填するために、空気中へ空気処理組成物を同時
に噴霧する。この装置は、エアゾール容器のバルブステムに通じる通路を有する円筒状の
通気壁と作動ボタンを含むエアゾール容器用オーバーキャップを含む。吸収性部材は、オ
ーバーキャップ内に配置される。この装置が起動されると、空気処理組成物は、噴霧オリ
フィスを通って大気中に放出される前に通路に形成された複数の出口を通過する。複数の
出口は、空気のその後の受動的な処理のために、吸収性部材の上に空気処理組成物の一部
を導く。好ましい実施形態では、噴霧通路の周りに９０度の間隔をあけ４つの出口を含む
。あるいは、出口は、噴霧通路内の代わりに、エアゾール容器のバルブステム内に形成さ
れてもよい。
【０００６】
　同様に、米国特許第７，８８７，７５９号に示されている別の気体ディスペンシング装
置は、香りの放出のために複数の放出メカニズムを含んでいる。ディスペンシング装置は
、香りの第１の連続的な受動的な放出を提供するために、容器とつながっているエマネー
タ（発散装置）を有する連続的な放出機構を含む。ディスペンシング装置は、また、香り
の瞬間的な噴出を提供するために、応需型の放出機構を含む。また、応需型の放出機構の
起動は、連続的な放出機構または第二の表面上に、香りの噴出の一部を堆積させることに
よって、香りの第２の連続的な受動的な放出を生み出す。第１及び第２の受動的な放出の
組み合わせは、単独の連続的な放出機構によって放出された香りよりも高い強度のある香
りの放出を生み出す。
【０００７】
　米国特許第６，６１０，２５４号に記載された他のシステムは、直ちに（例えば、能動
的に）使用されるように設計され、受動的な拡散を提供するために、ゲルカートリッジの
形態で提供される追加の構成部品を利用するエアゾール容器を含む。このシステムは、受
動的および能動的拡散を達成するために２つの構成部品の使用を要するので、能動的およ
び受動的なディスペンシング（定量出す）のニーズを満たすために、消費者に別の構成部
品を購入しなければならなくする。消費者はまた、システムが正しい方法で動作されてい
ることを確認するために、消耗について両方の構成部品を監視することが必要となる。
【０００８】
　受動的で能動的なディスペンシングシステムに関する１つの特定の障害は、組成物の初
期放出（例えば、受動的な放出）の後の期間に、所望の効果を提供し続けているという通
知と合わせて、組成物が、能動的に放出されたことを利用者に通知することである。いく
つかの従来技術のシステムは、システムが最初にオンに、セットアップ、またはそうでな
ければその初期使用段階で利用者に提供される場合、組成物が使用中であるという初期指
標を提供する。いくつかの例では、通知は、可聴指標を介し利用者に提供される。他の例
では、通知は、視覚指標を介して利用者に提供される。 
【０００９】
　しかし、問題は、いくつかの視覚と聴覚的指標を使用することにより生じる。例えば、
いくつかの例では、聴覚と視覚の指標は一時的であり、一般利用者に継続的な有効ないか
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なる指標も提供していない。他の例では、視覚指標は、電子的であり、ＬＥＤまたは他の
光の形態で提供される。これらのシステムでは、ＬＥＤは、典型的には、使用を示すため
に迅速に点滅する小形電球として提供される。電球のサイズの制約のために、ある人にと
っては、その電球を見ることが困難である。さらに、電球はより高価であり、システムの
製造プロセスにさらなる複雑化とさらなる費用を追加する。 
【００１０】
　他のシステムでは、スプレーは、作動中に生成されてもよい。スプレーは、システムの
アクティブな発光状態の視覚指標を提供することができる。残念ながら、しかし、多くの
システムは、スプレーを隠すハウジングにスプレーを吹きかけるため、したがって、視覚
指標が隠されてしまう。
【００１１】
　いくつかの従来技術のシステムは、システムに関連付けられた使い切りキューを実装す
ることにより、上記の問題を克服しようと試みてきた。これらのシステムでは、使い切り
キューは、そのライフサイクルを通じて揮発性物質の使用を示すために提供される。しか
し、従来技術で公知の多くの使い切りキューは、システムの受動的な側面を監視し、シス
テムの能動的な側面の指標や監視を提供していない。
【００１２】
　システムによって提供される指標に加えて、システムの有効性の利用者の知覚への１つ
の重要な側面は、システムで利用される基部の外観や種類である。具体的には、非吸収性
の外観を有する基部を利用するシステムにおいて、利用者は、組成物を注いだときに、基
部に吸収しないので、継続的に、その後、受動的な拡散を提供しないことを認識すること
ができる。実際に、固体基部の吸収特性への利用者の認識は、正しいかどうか、基部は、
受動的に組成物を放出するのに有効ではないという指標を提供する。このようなシステム
はまた、過度な即時の噴霧により、システムの欠陥を克服するために、利用者の認知され
た必要性の理由で、効果がないか、または過使用をもたらし得る。
【００１３】
　対照的に、織物、布、または板紙タイプの基部は、利用者に全く異なる知覚を想起させ
る。たとえば、ほとんどの利用者は、本質的に、布製の基部上に噴霧された組成物は、ま
ず、基部に吸収し、また組成物が最初に基部上に噴霧された後に長時間の放出を提供し続
けながら、即時に能動的な噴出を提供することを理解する。多くの人にとって馴染みのあ
る一般的な例は、香水が衣類に噴霧されるときである。香水は、噴霧時に芳香の噴出を提
供し、噴霧された衣服は、終日、または最初のスプレーの後の期間、芳香を放出し続ける
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　したがって、単一の構成部品から能動的拡散および受動的拡散の両方を提供し、能動的
および受動的放出状態の一つ以上の指標を提供するシステムに対する要求が存在する。よ
り好ましくは、そのようなシステムは、製造を簡素化し、コストを削減するために、電子
部品を用いないことである。さらに、そのようなシステムは、利用者にとって、使用およ
び維持が簡単である。
【００１５】
　複数の詰め替えの必要性を最小限に抑えるようなシステムを提供することへの要求があ
る。特に、このようなシステムは、能動的使用および受動的使用の両方のための組成物を
提供する単一の詰め替えのみを必要とすることが好ましい。
【００１６】
　利用者が、簡単な１つの工程により、能動的拡散および受動的拡散の両方を提供するた
めのシステムを容易に作動させることを可能にするシステムを提供することへのさらなる
要求がある。利用者が、消耗後に、システムの受動的拡散の側面を新しくしたい場合に、
さらなる利点が、実現される。特に、利用者が、さらなる時間で簡単にシステムを作動さ
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せると、システムは、リフレッシュされて、再度、１つの作動工程を経て、能動的拡散と
受動的拡散の両方を提供する結果となる。
【００１７】
　利用者に効果的な視覚指標を提供することへの要求もある。特に、システムは、有効性
の視覚表示自体を提供するために、受動的拡散および能動的拡散をもたらすものを利用す
ることが好ましい。このようなシステムでは、部品が削減され、作動の伝達とシステムの
効果が簡素化され、利用者にとって、直感的なものとなる。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　一実施形態によれば、ディスペンシングシステムは、基部と、基部を通して流動性の媒
体を吐出するための機構を含む。基部を通しての流動性の媒体の吐出は、３秒以上の流動
性の媒体の可視的な、プルーム（噴煙）をもたらす。また、流動性の媒体のプルーム（噴
煙）が少なくとも８秒見えるか、または、プルーム（噴煙）は、少なくとも１秒または１
秒から２秒の間、基部の境界を越えて見えることも意図する。基部は、吸収性であっても
よく、または基部は、水平部品およびそこから上方に延びる垂直壁を有するシェードを備
えてもよく、そこでは、流動性の媒体が、シェードのチャネル内に少なくとも３秒間、プ
ルーム（噴煙）として見えることも意図する。また、シェードは、流動性の媒体を吐出す
るための機構を囲むことも意図する。
【００１９】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネル有する基部と、チャネルに
流動性の媒体を吐出するための機構を備える。チャネルは、少なくとも３００ｃｍ３の途
切れない（連続した）体積を備え、流動性の媒体の吐出は、チャネル内に、見えるプルー
ムを作り出す。また、プルームが、基部の境界を越えて見え、基部が吸収性であることを
意図する。さらに、基部は、複数の不織布の繊維を備え、少なくとも５０μｍの体積基準
メジアン径を有することを意図する。さらに、基部は、ナイロンであってもよい。
【００２０】
　さらなる態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャ
ネルに流動性の媒体を吐出するための機構を備える。吐出される流動性の媒体は、チャネ
ルの出口のＤｖ（９０）の粒度分布で３０μｍ以下の粒度分布を備える。
【００２１】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、３００ｃｍ３から８００ｃｍ３の間
の内部容積を有するチャネルを有する基部を備え、そこでは、流動性の媒体が吐出される
。流動性の媒体は、チャネルの出口のＤｖ（９０）の粒度分布で３０μｍ以下の粒度分布
を有する。
【００２２】
　さらなる態様によれば、ディスペンシングシステムは、３００ｃｍ３から８００ｃｍ３

の間の内部容積を有するチャネルを有する基部を備え、そこでは、流動性の媒体が吐出さ
れる。流動性の媒体は、粒子の少なくとも１５％は、サイズが１０μｍ未満である、粒度
分布を有する。また、粒子の少なくとも２５％のサイズが１０μｍ以下であるか、または
粒子の少なくとも３５％のサイズが１０μｍ以下であることも意図する。
【００２３】
　一実施形態によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャネ
ルに流動性の媒体を吐出するための機構を備える。流動性の媒体は、チャネルの出口のＤ
ｖ（９０）の粒度分布で３０μｍ以下の粒度分布を有し、流動性の媒体は、少なくとも３
秒間、見ることが可能なプルームを作り出す。
【００２４】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、下端と上端とを有する導管と、導管
を通って、導管の上端の外に流動性の媒体を吐出するための機構を備えている。流動性の
媒体は、約４ｍ／秒から約１０ｍ／秒の間の速度で、導管の上端を出るプルームを形成し
、プルームの一部は、導管の上端部よりも少なくとも１００ｍｍ上方で広がる。また、流
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動性の媒体は、導管の長さの少なくとも７５％を通って吐出されることも意図する。さら
に、プルームは、導管の上端１００ｍｍ上方で約０.１０ｍ／秒の速度を有することを意
図する。また、流動性の媒体は、基部の長手方向軸に対して約３０度から約７０度の角度
の間で定量出されることも意図する。それはさらに、流動性の媒体は、約６０度の角度で
少なくとも４つの吐出口を有するノズルアクチュエータから定量出されることを意図する
。また、プルームは、導管の上端のＤｖ（９０）の粒度分布で３０μｍ以下の粒度分布を
有しもよいことも意図する。
【００２５】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有すると、チャネルに流
動性の媒体を吐出するための機構基部を備える。流動性の媒体は、液体粒子の少なくとも
１００ｍｇを含むプルームを生成し、そして、プルームは、チャネル内で少なくとも３秒
間、チャネルの外側で少なくとも１秒間見ることが可能である。
【００２６】
　さらなる態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャ
ネルに流動性の媒体を吐出するための機構を備える。基部は、８０μｍ未満の体積基準メ
ジアン径を含む。
【００２７】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャネル
に流動性の媒体を放出するための機構を備える。チャネルは、少なくとも４００ｃｍ３で
途切れない体積を備える。基部は、複数の不織布の繊維、８０μｍ未満の体積基準メジア
ン径、少なくとも１．５５ｍＬ／ｇの気孔率を備える。また、基部は、５０μｍから８０
μｍの間の体積基準メジアン径、１．５５ｍＬ／ｇから７．１３ｍＬ／ｇの間の気孔率を
備えることも意図する。
【００２８】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャネル
に流動性の媒体を吐出するための機構を備える。チャネルは、少なくとも３００ｃｍ３の
途切れない体積を備える。基部は、複数の不織布の繊維、８０μｍ未満の体積基準メジア
ン径、１．２７５ｇ／ｃｍ３未満のかさ密度を備える。また、基部が、５０μｍから８０
μｍの間の体積基準メジアン径、１．１４２ｇ／ｃｍ３から１．２７５ｇ／ｃｍ３の間の
かさ密度を備えることも意図する。
【００２９】
　さらなる態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャ
ネルに流動性の媒体を吐出するための機構を含む。基部は、不織布の繊維及び複数の８０
μｍ未満の体積基準メジアン径を含み、そこでは、基部は、少なくとも３Ｎ／ｍｍでのス
トリップ法での引張強度を備える。また、基部は、７５μｍの体積基準メジアン径と、３
．０３Ｎ／ｍｍのストリップ法での引張強度を備えていてもよいことも意図する。
【００３０】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャネル
に流動性の媒体を吐出するための機構を含む。チャネルは、少なくとも３００ｃｍ３で途
切れない体積を備える。基部は、複数の不織布の繊維と、少なくとも０．１５ｍｇ／ｍｍ
３の平均質量吸収率を備える。また、基部は０．１５ｍｇ／ｍｍ３から０．１８ｍｇ／ｍ
ｍ３の間の平均質量吸収率を含んでもよいことも意図する。
【００３１】
　さらなる態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部と、チャ
ネルに流動性の媒体を吐出するための機構を備える。チャネルは、少なくとも３００ｃｍ
３で途切れない体積を備える。基部は、複数の不織布の繊維と、少なくとも０．０５ｍｍ
／ｓの平均ウィッキング速度（ａｖｅｒａｇｅ ｗｉｃｋｉｎｇ ｓｐｅｅｄ）を備える。
また、平均ウィッキング速度を０．０５０ｍｍ／ｓから１ｍｍ／sの間であってもよいこ
とも意図する。さらに、基部は、流動性の媒体の約０．０６１ｍｇ／ｍｍ２で吸収するこ
とが可能であってもよいことを意図する。さらに、流動性の媒体の吐出流がチャネルを規
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定する表面上に吐出されてもよく、基部の外部表面は、流動性の媒体の吐出約２分後、最
も視覚的にはっきりした少なくとも一つの濡れ点が付与されることも意図する。また、流
動性の媒体の少なくとも一つの吐出流がチャネルを規定する表面上に吐出されてもよく、
基部の外部表面は、流動性の媒体の吐出後１０秒、平均サイズが８ｃｍ２以上の少なくと
も一つの濡れ点が付与されることを意図する。
【００３２】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、シェードと、シェードを保持するた
めのベースを備え、流動性の媒体のシェードへの吐出は、ｔ２＜ｔ１として、期間ｔ１の
間、シェードの表面上に見ることが可能な流動性の媒体の濡れ点と、期間ｔ２の間、シェ
ード内に見ることが可能な流動性の媒体のプルームを生じる。また、、見ることが可能な
流動性の媒体のプルームは、期間ｔ３の間にシェードの外側で見ることが可能であり、ｔ

３＜ｔ２であることを意図する、。さらに、シェードは、ナイロンを含んでもよく、見る
ことが可能な濡れ点は、実質的に流動性の媒体の吐出後６分は見えないことも意図する。
【００３３】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する吸収性基部と、チ
ャネルに流動性の媒体を吐出するための機構を含む。流動性の媒体は、噴射剤、少なくと
も１つの活性剤、および溶媒を含む。少なくとも２０重量％のチャネルに吐出された流動
性の媒体は、受動的な拡散のために吸収性基部上に堆積され、流動性の媒体の大部分は、
チャネルを介して大気中に吐出される。また、吸収性構造体上に堆積される流動性の媒体
の少なくとも５０％が２０分後に残ってもよいことを意図する。
【００３４】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する吸収性基部と、チ
ャネルに流動性の媒体を吐出するための機構、２００ｇまでの流動性の媒体を含む単一の
吐出、を含む。流動性の媒体は、噴射剤、少なくとも１つの活性剤、および溶媒を含む。
吸収性構造体は、複数の不織布の繊維、少なくとも７５μｍの体積基準メジアン径、少な
くとも１．５５ｍＬ／ｇの気孔率、少なくとも０．２１ｍｍの厚さを備える。２～１０倍
の間の機構の起動によって、それぞれ、吸収性基部への流動性の媒体の吸収性基部への及
び吸収性基部からの線形の吸収放出プロファイルの結果を得る。
【００３５】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、内部容積を有するナイロンシェード
と、シェードに関連したベースを備え、ナイロンシェードの内部容積内に流動性の媒体の
吐出をもたらすため、第１および第２の位置との間に表現できるベースを備える。
【００３６】
　さらなる態様によれば、ディスペンシングシステムは、吸収性基部と、吸収性基部を介
して流動性の媒体を吐出するための機構を備える。流動性の媒体の吐出は、流動性の媒体
が吐出された可聴指標を生成し、そして、吸収性の構造体を通って流動性の媒体の吐出は
、浮遊粒子のプルームの形で第１の視覚指標を作り出し、吸収性の構造体の濡れ領域の形
態の第２の視覚指標を作り出し、これらの２つは、利用者がディスペンシングシステムを
利用するときに、見ることが可能である。また、可聴指標は、エアゾール容器のバルブス
テムまたはバルブアセンブリから流動性の媒体が放出されることによって生じる可聴ノイ
ズと、ポンプ式噴霧器のバルブステムまたはバルブアセンブリから流動性の媒体が放出さ
れることによって生じる可聴ノイズの少なくとも一つであってもよいことを意図する。さ
らに、可聴指標は、ソレノイドから流動性の溶剤が放出されることによって生じる可聴ノ
イズと、自動アクチュエータの駆動機構から生じる可聴ノイズの少なくとも１つであって
もよいことを意図する。また、第１の視覚指標は、霧状の外観を有し、少なくとも３秒間
、または、第１の視覚指標が８秒から１６秒の間、見ることが可能であることを意図する
。さらに別の第２の視覚指標は、それに隣接する面の色とコントラストするように表示さ
れるか、または、それに隣接する面よりも色が濃く表示されることを意図するる。第２の
視覚指標は、第１の視覚指標のそれよりも、長い期間、有効性の視覚的表示を提供しても
よいことを意図する。また、可聴指標は、第１及び第２の視覚指標の前に提供されてもよ
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いことを意図する。
【００３７】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、吸収性基部と、吸収性基部を介して
流動性の媒体を吐出するための機構を含む。流動性の媒体の吐出は、流動性の媒体が吐出
されたとの可聴指標を作り出す。さらに、吸収性構造を通じての流動性の媒体の吐出は、
浮遊粒子のプルームの形で第１の視覚指標を作り出す、吸収構造体の濡れ領域の形態の第
２の視覚指標を作り出す、これらの視覚指標は、利用者がディスペンシングシステムを利
用する間、見ることが可能である。
【００３８】
　さらに別の態様では、ディスペンシングシステムは、内部容積と流動性の媒体を吐出す
るための機構を有する半透明のシェードを含む。シェードへの流動性の媒体の吐出は、大
気中に浮遊する際に流動性の媒体が見ることが可能な期間ｔ２よりも長い期間ｔ１の間に
、見ることが可能な濡れ点を付与する。
【００３９】
　別の態様によれば、ディスペンスシステムは、容器とシェードのバルブを開くための作
動機構を含むベースを含む。ベースとシェードは、それぞれ、１つ以上の天然に存在する
物質、及び／または、見て自然であるという外観を与える構造、及び／または、そこに適
用される天然の出現パターンを有する構造を備える。また、シェードの下端がベース上に
位置し、シェードが、吸収性構造体備えてもよいことを意図する。また、シェードは、水
平部品と水平部品から情報に延びる垂直壁を含んでもよく、水平部品と垂直壁は、シェー
ドの内部容積を規定することを意図する。
【００４０】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する吸収性基部、吸収
性構造体のチャネル内に噴霧するための吐出機構を有するベース、ベースに伴って、中に
加圧流体を含む容器、を備える。吐出機構の作動は、容器の長手方向軸と平行ではなく、
吸収性構造体の長手方向軸と平行ではなく、また、ベースの長手方向軸とも平行ではない
角度で放出されるように、容器から流体が生じ、放出された角度は、選択された一つ以上
の長手方向軸に直交しないことを特徴とする。また、放出された流体は、チャネルの下端
と上端との間で、チャネルを規定する表面に衝突し、そして、その流体は、少なくとも４
つの吐出口を有するノズルアクチュエータを介して吐出されてもよいことを意図する。ま
た、チャネルは、少なくとも４００ｃｍ３の体積を有してもよく、また、チャネルは、少
なくとも３００ｃｍ３から８００ｃｍ３の体積を有してもよいことを意図する。さらに、
吸収性構造体が、ベース上に保持されたときには、チャネルは、少なくとも２００ｃｍ３

から７００ｃｍ３の間の体積を有してもよいことを意図する。
【００４１】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルを有する基部、構造体のチ
ャネル内に噴霧するための吐出機構を有するベース、ベースに伴って、中に加圧流体を含
む容器、を備える。チャネルは、少なくとも１００ｍｍの長さ寸法と、わずか２０ｍｍの
最小断面幅を含む。また、チャネルの断面の幅は、チャネルの下端と上端との間で実質的
に均一であってもよいことを意図する。また、噴霧された流体がチャネル内に吐出され、
少なくとも流体の一部は、チャネルの下端から少なくとも７０ｍｍで、基部の表面に衝突
してもよいことを意図する。また、基部は、少なくとも１７０ｍｍの長さ寸法を有しても
よいことを意図するる。さらに、チャネルは、少なくとも３００ｃｍ３の体積を有しても
よいことを意図する。同様に、流体は、チャネルを規定する表面に衝突するように放出さ
れてもよく、流体は、その表面に直交以外の角度で衝突してもよいことを意図する。
【００４２】
　一態様によれば、ディスペンシングシステムは、第１可聴指標を含む。ディスペンシン
グシステムは、また、第１及び第２の視覚指標を含み、その中では、視覚指標は、電子部
品ではない。
【００４３】
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　さらに別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、基部と、基部を介して流動性
の媒体を吐出するための機構を含む。基部を通しての流動性の媒体を吐出すると、基部内
に少なくとも１５０００滴／ｃｍ２の液滴密度を有する流動性の媒体のプルームを見るこ
とができる。また、基部を意図する。
【００４４】
　さらに別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、チャネルおよび基部のチャネ
ルを介して流動性の媒体を吐出するための機構を有する基部を含む。その機構は、約０.
１ｍｍと約１.０ｍｍとの間の直径を有する吐出口を少なくとも１つ含む。チャネルを通
しての流動性の媒体の吐出は、基部の長手方向軸から測定して約３０度から約７０度の間
の角度に、向けられている。また、吐出口の直径は、約０.５ｍｍであり、及び／または
、チャネルを通る流動性の媒体は、約５０度から約７０度の間の角度に向けられてもよい
ことを意図する。さらに、チャネルを通っての流動性の媒体の吐出は、見ることが可能な
プルームを生み出すことを意図する。
【００４５】
　別の態様によれば、ディスペンシングシステムは、シェードと、シェードを保持するた
めのベースを含む。シェードは、ベースの一部を取り囲み、害虫防除剤をシェードに吐出
すると、シェードの表面上に濡れ点が見える結果となる。 
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】第１実施形態に係るディスペンサの等角図である。
【図２】図１のディスペンサの正面図であり、右、左、及び背面図と実質的に同一である
。
【図３】上部及び下側ハウジング、容器、およびスリーブを有するベースを含む図１のデ
ィスペンサの分解斜視図である。
【図４】図３の下側筐体の底面等角図である。
【図５】図４の下部筐体の上面等角図である。
【図６】図５の下側ハウジングの平面図である。
【図７】図６のＡ－Ａ断面に沿った、図６の下側ハウジングの断面図である。
【図８】図７の上側ハウジングの上面斜視図である。
【図９】図１０のＡ１－Ａ１断面に沿った、図８の上側ハウジングの断面図である。
【図１０】図９の上側ハウジングの底面図である。
【図１１】図１０のＡ２－Ａ２断面に沿った、図１のディスペンサの部分断面図である。
【図１２】図１１のディスペンサに使用するためのアクチュエータノズルの上面斜視図で
ある
【図１３】図１２のアクチュエータノズルの底面等角図である。
【図１４】図１３のアクチュエータノズルの底面図である。
【図１５】アクチュエータノズルの別の実施形態の等角図である。
【図１６】図１５の容器の側面図である。
【図１７】ディスペンサにおける使用のためのスリーブの一実施形態の等角図である。
【図１８】図１７のスリーブの平面図である。
【図１９】図１８のスリーブの側面図である。
【図２０】複数の噴霧の経路を示す図１のディスペンサの部分断面側面図である。
【図２１】スリーブの内面に濡れ領域を描いた図１のディスペンサの上面図である。
【図２２】スリーブの内面に濡れ領域を描いた図１のディスペンサの部分断面側面図であ
る。
【図２３】プルーム（噴煙）を描いた図１のディスペンサの部分断面側面図である。
【図２４】様々な材料の組み合わせ蒸発プロットを表すグラフである。
【図２５】スリーブを有するディスペンサからプルームとして放出ささたエアゾール噴霧
を示す高速ビデオの１フレームを示す図である。
【図２６】ディスペンサから放出されるエアゾール化された噴霧を示す高速ビデオの１フ
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レームを示している。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　［関連出願の相互参照］
　この出願は、２０１２年８月１７日に出願された米国特許出願第１３／５８８、９７４
と２０１２年８月１７日に出願された米国特許出願第１３／５８８、９７６への優先権を
主張し、これらの出願の一部継続である。
【００４８】
［連邦政府資金援助研究開発に関する参照］
　適用なし
【００４９】
［アミノ酸配列］
　適用なし
【００５０】
　本開示は、一般に流動性の媒体を定量出す（ディスペンス）ためのディスペンサに向け
られる。本明細書における説明の目的のために、特定の一実施形態が詳しく説明され、こ
れは、エアゾールに基づく揮発性の活性含有組成物を利用する。しかし、開示されたシス
テムは、エアゾール、揮発性、組成物などに関連して記載されているかどうかに関係なく
、これらに限定されず、エアゾールシステム、圧縮ガスシステム、ポンプ式噴霧器システ
ム、または当業者に知られている任意の他の手段の一以上によって吐出される任意の数の
液体又は流体で利用されてもよいことが理解されるべきである。
【００５１】
　本明細書に記載のディスペンサは、テーブル、棚、他の平坦な表面上に置かれる、独立
型の装置として使用されてもよい。あるいは、本ディスペンサは、携帯用装置として利用
されてもよい。図１乃至３を参照して説明すると、ディスペンサ１００の特定の一実施形
態は、一般に、流動性の媒体（図示せず）を有する容器１０４を収容するように設計され
たベース１０２を含むことが示されている。ディスペンサ１００は、ベース１０２から上
方に延びるスリーブ１０６を含む。
【００５２】
　ディスペンサ１００は、一般的に、手動でベース１０２に掛けられる圧力を介して作動
されるように設計されている。したがって、ベース１０２は、流動性の媒体を通って吐出
するための作動機構として作用し（または含み）、定量出す（ディスペンス）ために、幾
つもの活性剤またはアクチュエータのいずれかを含んでもよい。具体的には、作動中、流
動性の媒体は、特定の角度でスリーブ１０６に霧散し、そのことにより、能動的で受動的
な混合物や揮発性材料の吐出のように、複数の液滴が、ディスペンサ１００に異なる機能
を提供するために、スリーブ１０６と相互に作用する。より具体的には、いくつかの小滴
は、即時の能動的な発散を提供するために、スリーブ１０６の内部、および／または、ス
リーブ１０６上に最初に存在するプルーム（噴煙）を形成するために、すぐに放出され、
他の液滴は、長時間にわたって、受動的な発散を提供するために、スリーブ１０６に吸収
される。
【００５３】
　特に図３を参照すると、ベース１０２は、上側ハウジング１１０に取り外し可能に取り
付けられた下側ハウジング１０８によって規定されている。ディスペンサ１００が使用さ
れているとき、下側ハウジング１０８と上側ハウジング１１０は、連通し、そこから容器
１０４が追加されるか、または、削除されるときには、下側ハウジング１０８と上側ハウ
ジング１１０は、互いに分離されるように設計されている。ベース１０２は、さらに、以
下に詳細に記載するような独特な構造によって、ディスペンサ１００の手動の手動機構と
して、作用する。
【００５４】
　ベース１０２を含むディスペンサ１００のそれぞれの構成要素は、上または下から見た
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ときに（例えば、図６を参照）、その各側に与えられるわずかに丸みを帯びた曲率を有す
るほぼ正方形の形状を有していてもよいが、円形、楕円形、三角形、または本明細書に記
載の特性と一致する任意の他の幾何学的形状であってもよい。
【００５５】
　ベース１０２は、プラスチック、ポリマー、布、ＰＥＴ等の不織布の基部、セルロース
系材料、金属、ガラス、木、石などの不織布基材のような任意の適切な材料から構成する
ことができる岩石、またはそれらの組み合わせから構成されていてもよい。さらに、材料
は、製造物、天然、及び／または、リサイクルまたは再生材料の組み合わせを含んでもよ
い。消費者に対する思いやりの一つは、好ましくは、なめらか、または表面に粗さがある
岩や小石のような自然な外観を持つベース１０２の外観である。曲線状の側面は、木目、
包有物を伴うか、または、伴わない石材柄のように、自然に見える柄が提供されてもよい
。
【００５６】
　図４乃至７に最もよく見られるように、ベース１０２の下側ハウジング１０８は、外面
１１２と対抗する内表面１１４によって規定される、実質的に平坦な側壁１１１を含む。
ディスペンサ１００が使用されるときは、外面１１２は、支持面（図示せず）に隣接して
配置されるように設計され、内表面１１４は、上側ハウジング１１０を介して囲まれてい
る。
【００５７】
　図４を参照すると、下側ハウジング１０８の外面１１２は、そこに形成された二つの対
向する湾曲した溝１１６を含む。利用者が上側ハウジング１１０から下側ハウジング１０
８を分離するときに、溝１１６は、利用者が下側ハウジング１０８を掴むのを手伝うため
につまみとなる。溝１１６に付与された曲率は、そこに利用者の指が自然と配置されるよ
うに設計されている（例えば、一つの溝に配置された親指と、対向溝に配置された人差し
指と中指）。複数の脚（フィート）１１８は、ベース１０２と支持面との間に僅かな隙間
を作るために外面１１２から任意に延びている。
【００５８】
　図４、５及び７に示すように、下側ハウジング１０８は、さらに、その周囲を囲み、上
方に延びる側壁１２０を含む。側壁１２０は、わずかに丸みを帯びており、翼角部１２２
及び複数の実質的に上方に延びるＵ字形状の可撓性部材１２４によって規定される。翼角
部１２２は、わずかに傾斜しており、下側ハウジング１０８の四隅に配置されている。Ｕ
字型の可撓性部材１２４は、ほぼ中央の側壁１２０に沿って配置され、翼角部１２２のそ
れぞれから内側に配置されている。部材１２４はそれぞれ、実質的に正方形の開口１２８
を規定する実質的にＵ字形状のフランジ１２６を含む。フランジ１２６の水平部１３０は
、上側ハウジング１１０が下側ハウジング１０８に取り付けられたとき、ガイド機能を提
供するために、わずかに先細になっている。
【００５９】
　図５に見られるように、下側ハウジング１０８は、内表面１１４から上方に延びる２つ
の円弧状の隆起突出部１３２を含む。突起部１３２は、側壁１１１の外面１１２に形成さ
れた溝１１６の境界を規定する。中央に配置されたペデスタル（柱脚）１３４は、内面１
１４のおおよその中心点から上方に延びている。ペデスタル１３４は、ほぼ円筒形であり
、円形の開口１３６をその中に含む。突出部１３２の対向部は、下側ハウジング１０８の
内表面１１４に沿って連続した構造を形成するペデスタル１３４と連通している。
【００６０】
　ペデスタル１３４の１つの機能は、容器１０４の受け機構と保持機構として機能するこ
とである。容器１０４に適切な支持を提供するためには、ペデスタル１３４及び対応する
開口部１３６は、好ましくは、容器１０４の形状に対応するように成形されている。示さ
れた実施形態では、ペデスタル１３４は、実質的に円筒形であり、開口部１３６は円筒形
の容器１０４に対応するように円形である。さらに、ペデスタル１３４は、好ましくは、
十分な支持を提供するために、容器１０４の高さ寸法Ｈ２（図１６を参照）に関して、内
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表面１１４からペデスタル１３４の上縁までを測ったＨ１（図５を参照）の高さ寸法を含
む。一実施形態では、Ｈ１とＨ２の比は、約１対約１である。別の実施形態では、Ｈ１と
Ｈ２の比は、約１対約２である。さらなる実施形態では、Ｈ１とＨ２の比は、約１対約３
である。別の実施形態では、Ｈ１とＨ２の比は、約１対約４である。さらなる実施形態で
は、Ｈ１とＨ２の比は、約１以上である。
【００６１】
　ペデスタル１３４は、さらに、容器１０４を収容するのに十分な直径寸法Ｄ１を含む。
一実施形態では、直径は、約１０ｍｍから約１００ｍｍの間であり、別の実施形態では、
直径は、約１６ｍｍから約６７ｍｍの間である。別の実施形態では、直径は約２０ｍｍで
ある。容器１０４とペデスタル１３４の内表面１４０との間に隙間が形成されるように、
ペデスタル１３４の直径Ｄ１は、容器１０４の直径寸法Ｄ２よりも僅かに大きい。一実施
形態では、隙間は約１０ｍｍ未満である。別の実施形態では、隙間は約５ｍｍ未満である
。さらなる実施形態では、隙間は、約２ｍｍ未満である。他の実施形態では、ペデスタル
１３４を省略してもよいし、他の固定機構は、下側ハウジング１０８に容器１０４を支持
するために利用されてもよい。
【００６２】
　ペデスタル１３４は、下側ハウジング１０８の周囲から内部に提供される。より具体的
には、ペデスタル１３４の外面１４２から側壁１２０までを測定して、約２ｍｍから約６
０ｍｍの距離があるように、ペデスタル１３４は、下側ハウジング１０８の側壁から離れ
て配置されている。
【００６３】
　ここで図８乃至１０に目を向けると、上側ハウジング１１０は、ドーム１５２と一体に
シュラウド１５０によって規定され、そこから上方へ突出している。上側ハウジング１１
０は、容器１０４とと下側ハウジング１０８の相互作用を介して手動作動機構（例えば、
プッシュボタン）として機能するように設計されている。上側ハウジング１１０は、また
、容器１０４として、ディスペンサ１００の内部構成要素を覆うように作用する。
【００６４】
　シュラウド１５０は、傾斜した上縁１５６と、４つのやや丸みを帯びた下側壁１５４を
含む。ドーム１５２は、縁１５６からはめ込まれ、凸状の上面１６０で終端となる、４つ
の上方に延びる側壁１５８を含む。図８乃至１０に描かれた実施形態では、ドーム１５２
の側壁１５８は、シュラウド１５０の下側壁１５４に形状が似ている。ドーム１５２の側
壁１５８の差し込み方位は、その周囲に延びる凹部１６２を作り出す。具体的には、凹部
１６２は、下側壁１５４の縁１５６とドーム１５２の１５８の側壁との間に延びている。
【００６５】
　以下により詳細に記載されるように、凹部１６２は、好ましくは、スリーブ１０６を収
容するように寸法決めされる。図示の実施形態では、凹部１６２は、約２ｍｍの深さ寸法
と約１ｍｍの幅寸法を含む。他の実施形態では、凹部１６２は、約２５ｍｍの深さ寸法と
約１ｍｍの幅寸法を含む。さらなる実施形態では、凹部１６２は、０ｍｍの深さ寸法と０
ｍｍの幅寸法、すなわち、凹部が存在しない、を含む。しかし、凹部１６２の深さは、約
０ｍｍから約２５ｍｍの間とすることができ、その凹部の幅は、約０ｍｍから約２５ｍｍ
の間であってもよいことが想定される。
【００６６】
　依然として図８乃至１０を参照すると、ドーム１５２は、さらに、上面１６０通って延
びる開口部１６４を含む。開口部１６４は、アクチュエータノズル１６６を受容するよう
に形成され、以下で詳しく記載するように、ベース１０２に、容器１０４と外部の環境と
の間の流体連通を提供する。
【００６７】
　ディスペンサ１００が使用中であるときには、シュラウド１５０の下側壁１５４は、下
側ハウジング１０８を受けるアパーチャ１６８（図９を参照）を規定する。図９に示すよ
うに、複数の細長い突出部１７０は、シュラウド１５０の内表面１７２から外側に延び、
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４つの安定化リブ１７４は、ドーム１５２の内表面１７６から外側に突出する。突出部１
７０は、それぞれ、実質的に平坦な部分１８０を介して接続された角度の付いた２つの対
向する端部１７８を含む。２つの突出部１７０は、それぞれの側壁１５４の内表面１７２
から上方に延び、合計８つの突出部を規定する。突出部１７０は、互いに、約０ｍｍ（例
えば、唯一つのリブがあるとき）から約６０ｍｍの距離をもって配置される。
【００６８】
　図９及び１１に示すように、突出部１７０は、中央に配置され、かつＵ字状の部材１２
４と相互作用するように設計される。特に、突出部１７０が開口部１２８内に配置される
とき、突出部１７０及びＵ字形部材１２４のそれぞれの正方形の開口部１２８との間の相
互作用は、解放可能に、上側ハウジング１１０と下側ハウジング１０８とを嵌合する。突
出部１７０は、細長く、互いに間隔を空けて設けられているが、他の形状と寸法を有する
突出部１７０が、下側ハウジング１０８と上側ハウジング１１０との開放可能な嵌合を達
成するために、Ｕ字形状部材１２４の異なる形状の開口部１２８と一致するシュラウド１
５０の上に提供されることが想定されている。
【００６９】
　図１０で最もよく見られるように、４つの剛性リブ１７４は、ドーム１５２の内表面１
７６から外側に突出している。リブ１７４は、ドーム１５２中心に隣接する領域で終わる
前に、ドーム１５２の角から中央部に向かって内向きに延びる。リブ１７４は、ドーム１
５２に安定性を提供し、実質的に、ドーム１５２の全体の長さを延長する。ベース１０２
の下側ハウジングが、上側ハウジング１１０に嵌合されているときは、ベース１０２の下
側ハウジング１０８は、案内機構として機能する。特に、容器１０４が挿入時に、リブ１
７４と接触し、滑らかに動けるように、容器１０４の輪郭に設けられたリブ１７４の間に
形成されている。
【００７０】
　隆起した円形面１８１（図９参照）は、ドーム１５２内に内向きに突出して、そこを通
って延びる円形の開口部１６４に外接する。その面１８１は、以下でより詳細に説明する
ように、容器１０４の一部を収容するために平坦である。図１２で最もよく見られるよう
に、開口部１６４は、アクチュエータノズル１６６の一部を受け入れるように寸法決めさ
れている。
【００７１】
　ここで図１２乃至１５を参照すると、アクチュエータノズル１６６は、円錐体１８２と
その下縁の周りに円錐体１８２を囲む環１８４の形態で設けられている。ノズル１６６は
、さらに、複数の外面１８８の凹部１８６と、凹部１８６を通って延び、凹部１８６内に
配置された複数の吹出口１９０とを含む。
【００７２】
　図１２に示すように、吹出口１９０は、アクチュエータノズル１６６の中心点によって
規定された垂直軸Ｂ１と、容器１０４の長手方向軸線Ｂ２（図１６参照）と、半径方向及
び円周方向に、互いに等距離に配置されている。しかし、図１６を参照して説明すると、
吹出口１９０は、半径方向に等距離にあるが、円周方向に不等間隔であってもよいことが
分かる。実際に、幾つもの数の配列が、定量出される媒体の所望の流動特性に基づいて考
えられる。
【００７３】
　図１２乃至１４に示された実施形態では、４つの吹出口１９０ａ乃至１９０ｄが、図示
されている。図１５に示された実施形態では、６つの吹出口１９０e乃至１９０ｊが示さ
れている。吹出口１９０は、約０.１ｍｍと約１ｍｍとの間の直径パラメータによって規
定されている。他の実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約０.２ｍｍと約０.７ｍ
ｍとの間の直径パラメータによって規定される。他の実施形態では、吹出口１９０は、そ
れぞれ、約０.２５ｍｍの直径パラメータによって規定される。さらなる実施形態では、
吹出口１９０は、それぞれ約０.４ｍｍの直径パラメータによって規定される。他の実施
形態では、吹出口１９０は、それぞれ約０.５ｍｍの直径パラメータによって規定される
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。さらなる実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ直径約０.６ｍｍのパラメータによ
って規定される。好ましい実施形態では、吹出口１９０は、その全体にわたって均一な断
面および直径（または幅）を有する。他の好ましい実施形態では、吹出口は、すべてまた
はその一部を介して不均一な横断面、及び／または、直径（または幅）を有していてもよ
い。さらに、他の好ましい実施形態において、１つ以上の吹出口は、変化する断面及び／
または直径（または幅）のパラメータを有していてもよい。
【００７４】
　各吹出口１９０は、環１８４によって規定された水平面Ｐに対する角度で配向される（
図１２参照）。一般に、平面Ｐは、垂直軸Ｂ１に直交する平面とみなすことができる。特
に、吹出口開口部１８６は、流動性の媒体の大部分（例えば、７５％以上）が、平面Ｐに
対して約３０度以上の角度で、円錐形状に、噴霧するような角度で配置される。このよう
な円錐角は、本明細書に記載のディスペンサ１００の様々な指標の特性を達成するための
一つの要因である。具体的には、円錐角は、噴霧との直接の接触を介して、最初に濡れ領
域を決定する。小さな円錐角（例えば、約３０度未満）であれば、噴霧に曝された小さな
領域と、スリーブ１０６上に媒体のより厚い層をもたらす。対照的に、大きな円錐角（例
えば、約３０度以上）であれば、より大きな噴霧の領域と、スリーブ１０６上に噴霧され
た媒体のより薄い層をもたらす。いくつかの例では、円錐角は、スリーブ１０６上で、よ
り深く、より濃縮した濡れ領域（すなわち、視覚指標）を作り出すために最小化される。
他の例では、スリーブ１０６のより大きな部分は、より大きな円錐角を使用してつながれ
る。
【００７５】
　吹出口１９０は、それぞれ、約３０度から約８０度の間の円錐角を有してもよい。別の
実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約４０度から約７０度の間の円錐角を有して
もよい。さらなる実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約５０度から約７０度の間
の円錐角を有してもよい。特定の一実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約４５度
の円錐角を有する。別の実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約５０度の円錐角を
有する。さらなる実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約５５度の円錐角を有する
。別の実施形態では、吹出口１９０は、それぞれ、約６０度の円錐角を有する。実際に、
円錐角は、どこでも、約１度から約１８０度の間、より好ましくは、約５度から約９０度
の間、より好ましくは、約１０度から約５０度の間、最も好ましくは約１０度から約２０
度の間であることが想定される。
【００７６】
　図１３に示すように、吹出口１９０は、本体１８２を通って延び、それによって形成さ
れたチャンバー１９２と連通している。チャンバー１９２は、容器１０４によって、定量
出された流動性の媒体と相互作用し、受け入れるように設計され、吹出口１９０を介して
その媒体を向ける。
【００７７】
　効果的に流動性の媒体を定量出すために、チャンバー１９２は、約０ｍｍ３から約２１
６ｍｍ３の間の容積を有する。一実施形態では、チャンバー１９２の容積は、約２７ｍｍ
３である。別の実施形態では、チャンバー１９２の容積は、約６４ ｍｍ３である。さら
なる実施形態では、チャンバー１９２の容積は約１２５ｍｍ３である。いくつかの実施形
態では、０に近づくか到達するために、チャンバー１９２内の容積を最小化することが好
ましい。
【００７８】
　一実施形態では、本明細書で説明するように、アクチュエータノズル１６０は、円錐角
によって規定される円錐形の開口部を有してもよい。他の実施形態では、アクチュエータ
ノズル１６０は、開口部を有する平坦な表面を有していてもよい。また、アクチュエータ
ノズル１６０は、ファン形状、楕円形状、正方形状、ドーナツ状等の形状の噴霧パターン
を与えてもよい。アクチュエータノズル１６０の特定の設計に応じて、アクチュエータノ
ズル１６０から放出される噴霧の方向の角度は、それに応じて調整さえてもよい。例えば
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、噴霧は、平面Ｐ（図１２参照）に垂直に噴霧されてもよい。別の実施形態において、噴
霧は、上方に、下方に（例えば、６０度上向きから６０度下向きに）、スリーブに垂直に
、定量出されてもよい。
【００７９】
　一実施形態において、１つ以上の吹出口１９０は、約０.５ｍｍの直径を有する。別の
実施形態では、吹出口１９０のうちの１つ以上は、約０.２５ｍｍの直径を有する。さら
なる実施形態では、吹出口１９０のうちの１つ以上は、約０.７５ｍｍの直径を有する。
さらなる実施形態では、吹出口１９０のうちの１つ以上は、約１ｍｍの直径を有する。ま
た、吹出口が、約０.１ｍｍと約２ｍｍとの間の直径を有してもよいことが考えられる。
吹出口のサイズが大きくなるように、大きなサイズの吹出口１９０に対応するように調整
されていない容器１０４のディスペンシング圧力（吐出圧力）を仮定して、流動性製品の
より重要な部分は、スリーブ１０６上に配置されるように理解されるべきである。あるい
は、より小さいサイズの吹出口（例えば、約０.４ｍｍ未満）の使用は、より多い流動性
製品は、スリーブ１０６上とは対照的に、プルーム内に定量出されるようにする。より大
きなサイズの吹出口１９０を有するアクチュエータノズル１６０は、他の実施形態で利用
されてもよい。しかしながら、これらの実施形態では、製品媒体は、効果的に、スリーブ
１０６上に流動性の媒体を付着させるために、容器１０４の長手方向軸に対してより高い
角度で放出される必要があってもよい。
【００８０】
　ここで図１６に移ると、ディスペンサ１００は、作動中に、容器１０４を保持し、その
中で容器１０４を支持し、流動性の媒体（図示せず）を放出するように設計されている。
一実施形態において、容器１０４は、エアゾール容器である。エアゾール容器は、一般的
に当業者によく知られている。一実施形態では、エアゾール容器１０４は、上端部２０２
と底端部２０４を有する本体２００を備えている。取付カップ２０６は、エアゾール容器
１０４のネック２０８の上方に配置される。本体２００は、一般的に円筒形であり、円筒
壁２１０によって規定されている。エアゾール容器１０４の上部内に配置されたバルブア
センブリ（図示せず）は、容器１０４のペデスタル２１３を通して延びるバルブステム２
１２を含む。
【００８１】
　容器１０４に使用するのに適切な一バルブアセンブリは、モデル番号ＭＶ００２００６
でＡｐｔａｒ社によって提供される１８５ｍｃｌのバルブである。容器１０４に使用する
のに他の適切なバルブアセンブリは、Ｓｕｍｍｉｔ社によって提供される３００ｍｃｌの
バルブである。容器１０４に使用されるバルブは、好ましくは、少なくとも１噴霧（スプ
レー）あたり約１００ｍｃｌを発し、容器１０４は、好ましくは、容器当たり約６５から
約１０５まで間の回数の噴霧（スプレー）に十分な組成物を含む。
【００８２】
　依然として図１６を参照すると、バルブステム２１２は、長手方向に配置された通路２
１４を有する円筒形の管である。バルブステム２１２の遠位端２１６は、ペデスタル２１
３、取付カップ２０６およびバルブアセンブリ内に配置される近位端（図示せず）から上
方に離れて延びている。
【００８３】
　ステムソケット２１８（図３参照）は、必要に応じて、容器１０４のバルブステム２１
２およびアクチュエータノズル１６６のチャンバー１９２との間のインタフェースを提供
するために、アクチュエータノズル１６６と組み合わせて使用される。ステムソケット２
１８は、上方に突出した円錐形の側壁とディスク状の本体を含む。円錐形の側壁は、本体
の中央に配置され、その中に流体通路を規定している。
【００８４】
　一実施形態では、ステムソケット２１８は、アクチュエータノズル１６６と組み合わせ
て、提供される。ステムソケット２１８の一つ以上、及び／または、アクチュエータノズ
ル１６６は、ベース１０２と一体で提供されてもよい。利用中、ステムソケット２１８は
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、アクチュエータノズル１６６のチャンバー１９２内に位置する。別の例では、ステムソ
ケット２１８、及び／または、アクチュエータノズル１６６は、例えば、容器１０４と一
体となりょうに、分離されて提供される。さらなる実施形態では、ステムソケット２１８
は、省略してもよい。別の実施形態では、別の機構が、容器１０４のバルブステム２１２
とアクチュエータノズル１６６との間のインタフェースを提供するために使用されてもよ
い。
【００８５】
　バルブステム２１２の軸圧縮、すなわち、バルブステム２１２の下方への移動は、バル
ブアセンブリを開き、それによって、エアゾール容器１０４の内部と大気との間の圧力が
、エアゾール容器１０４の内容物をバルブステム２１２の遠位端２１６の外に出すことを
可能になる。エアゾール容器１０４は、以下に開示された最小の構造または変更なしの構
造と、傾斜が活性化されたバルブステムを利用することができることが考えられる。いず
れのシナリオでも、計量式バルブアセンブリ、または連続的バルブアセンブリが使用され
てもよい。さらに、他の実施形態では、従来のポンプ型またはトリガー式噴霧器又はプレ
圧縮ポンプ型またはトリガー式噴霧器を有する容器１０４が、流動性の媒体を保持し、定
量出す（ディスペンス）エアゾール容器１０４の代わりに使用されている。実際に、任意
のタイプの非エアゾール容器が、本明細書に開示されるディスペンサと組み合わせて使用
されてもよいことが考えられる。当業者に知られているように、例えば、他の容器は、異
なるポンプ型噴霧器、圧縮ガス、ＬＰＧ、または任意の他の圧縮性または圧縮された流体
を含んでもよい。エアゾール容器に関して、本開示は、これらのタイプの非エアゾール容
器を含むと考えるべきである。
【００８６】
　容器１０４は、一般に、流動性の媒体として、より具体的には、エアゾール組成物とし
て提供される組成物を含む。一実施形態では、流動性の媒体は、害虫防除剤である。別の
実施形態では、流動性の媒体は、空気芳香剤である。さらなる実施形態では、流動性の媒
体は、悪臭剤である。
【００８７】
　エアゾール組成物は、組成物の性能を向上させる特定の特性によって特徴付けてもよい
。具体的には、エアゾール組成物は、ディスペンサ１００が、以下により詳細に記載され
る１つ以上の視覚指標を提供することが可能であることを保証するために、本明細書に記
載の１つまたは複数の特性を有するべきである。本実施形態に関連して、提供されるエア
ゾール組成物は、空気中及び／または、スリーブ１０６上に含まれる少なくとも１つの活
性剤を分散させる、安定した単相の非水系の液体組成物である。
【００８８】
　エアゾール組成物は、少なくとも１つの炭化水素噴射剤、少なくとも１つの活性剤と、
少なくとも１つの溶媒を含む。その組成物は、それと相性が良い１つ以上の任意の成分を
含んでもよい。
【００８９】
　ディスペンサ１００から流動性の媒体を動かすために、噴射剤は組成物中に含まれても
よい。噴射剤は、溶媒、活性剤、および他の成分と相性の良い当技術分野で公知の任意の
従来の噴射剤であってもよい。
【００９０】
　噴射剤は、約２０重量％から約９９重量％の量で存在する。具体的には、噴射剤成分は
、約３０重量％から約９５重量％の量で含まれてもよく、好ましくは、約７０重量％から
約９０重量％である。最も好ましくは、約５０重量％から約８０重量％である。一例では
、噴射剤は、約８０重量％の量で存在する。
【００９１】
　組成物中に含めるのに適した炭化水素は、プロパン、ブタン、イソプロパン、イソブタ
ンおよびそれらの混合物などの低級の（Ｃ１乃至Ｃ４）脂肪族炭化水素を含む。一つの特
に好適な噴射剤は、Ｂ－５２噴射剤であり、それは、約３０対３０対４０の重量比でプロ
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パン／イソブタン／Ｎブタンの混合物である。
【００９２】
　他の好適な噴射剤としては、炭化水素、ハロゲン化炭化水素、エーテル、二酸化炭素、
圧縮空気、圧縮窒素、などが挙げられるが、これらに限定されない。一改良では、噴射剤
は、プロパン、ブタン、及びイソブタンの混合物であるＢ－６０噴射剤である。別の改良
では、噴射剤は、プロパン及びイソブタンの混合物であるＡ－６０噴射剤である。
【００９３】
　組成物は、さらに、少なくとも１つの活性剤を含む。エアゾール組成物の少なくとも１
つの活性剤は、約０.００１重量％から約１０重量％の量で、好ましくは、約０.５重量％
から約７重量％の量で、最も好ましくは、約１重量％から約５重量％の量で存在する。１
つ以上の活性剤は、エアゾール組成物に組み合わせて使用されてもよい。含まれるのに適
した活性剤は、既知で、及び／または噴霧を通して定量出すのに適している材料である。
【００９４】
　一実施形態において、活性剤は、好ましくは、殺虫剤、防虫剤、又は昆虫誘引剤である
。あるいは、活性剤は、殺菌剤、消毒剤、空気清浄機、アロマの香り、防腐剤、エアフレ
ッシュナー、および／または脱臭剤であってもよい。活性剤の他の例としては、芳香剤（
例えば、天然および合成油）、トリエチレングリコール、および／またはプロピレングリ
コール、抗菌剤、殺菌剤、腐食防止剤、ｐＨ調整剤、防腐剤、有機酸等、または、空気中
に分散されている任意の他の活性剤のような臭気除去剤を含む。
【００９５】
　一実施形態では、活性物質は、殺虫剤、及び／または、防虫剤、有機リン系殺虫剤、脂
質アミド（ｌｉｐｉｄａｍｉｄｅ）殺虫剤、などシトロネラ油、天然ピレトリン、除虫菊
抽出物、または合成ピレスロイド等の天然忌避剤である。適切な合成ピレスロイドは、Ｄ
－アレスリンのようなアレスリン、Ｐｙｎａｍｉｎ（登録商標）、ベンフルトリン、ビフ
ェントリン、ＰｙｎａｍｉｎＦｏｒｔｅ（登録商標）のようなビオアレトリン、Ｓ-ビオ
アレトリン、エスビオスリン（ｅｓｂｉｏｔｈｒｉＮ）、エスビオール、ビオレスメトリ
ン、シクロプロスリン、シフルトリン、ベータシフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シ
ハロトリン、シペルメトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シ
フェノトリン、デルタメトリン、エンペントリン、エスフェンバレレート、フェンプロパ
トリン、フェンバレレート、フルシトリネート、タウフルバリネーと、カデトリン、ペル
メトリン、フェノトリン、Ｅｔｏｃ（登録商標）のようなプラレスリン、レスメトリン、
テフルトリン、テトラメトリン、トラロメトリン、メトフルトリン、トランス、及び／又
はこれらの組み合わせが挙げられる。例えば、米国特許第４，４３９，４１５号に記載さ
れているような他の揮発性殺虫剤もまた使用することができる。
【００９６】
　特に好ましい種類において、揮発性殺虫剤は、トランスフル、メトフルトリン、ベイポ
スリン（ｖａｐｏｔｈｒｉＮ）、ペルメトリン、プラレトリン、テフルトリン、及びエス
ビオスリンからなる群から選択される。特定の実施形態では、メトフルトリンが最も好ま
しい殺虫剤である。
【００９７】
　任意に昆虫防除の属性を有する多種多様な揮発性芳香剤が、使用されてもよい。あるい
は、いくつかの芳香剤は、消臭機能（例えば、特定のテルペン類）を提供するように選択
されてもよい。例えば、様々な天然および人工の芳香剤が使用されてもよい。これらの芳
香剤の非限定的な例は、アルコール類、フェノール類、アルデヒド類、ケトン類、テルペ
ン類、エステル類等の動物系、植物系の天然香料、人工香料が挙げられる。
【００９８】
　本開示による芳香剤は、１つまたはそれ以上の芳香性物質または化学的に活性な蒸気を
提供する材料を含んでもよい。一実施形態では、芳香剤は、揮発性、芳香性化合物を備え
、及び／または含むが、天然植物の抽出物、精油、芳香油に限定されるものではない。当
技術分野で知られているように、多くの精油と、他の天然の植物派生物は、高度に揮発性
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の香りの大きな割合を占める。この点で、非常に多くの精油、エッセンス、そして香りの
濃縮物は、香りや食品事業者の企業から一般に入手可能である。
【００９９】
　例示的な油及び抽出物は、以下の植物由来のもの：アーモンド、アミリス、アニス、ａ
ｒｍｏｉｓｅ、ベルガモット、ｃａｂｒｅｕｖａ、キンセンカ、ｃａｎａｇａ、スギ、カ
モミール、ココナッツ、ユーカリ、フェンネル、ジャスミン、ジュニパー、ラベンダー、
レモン、レモングラス、オレンジ、ヤシ、ペパーミント、カッシア、ローズマリー、タイ
ム、などを含むが、これらに限定されるものではない。
【０１００】
　一実施形態において、組成物は、有機溶媒、より詳細には、炭化水素溶媒のような溶媒
の中で実施されてもよい。溶媒は、約１重量％から約３０重量％の間で、好ましくは、約
５重量％から約３０重量％の間で、最も好ましくは、約１５重量から約２５重量％の間の
量で存在する。一つの特定の例では、溶媒は、約１９重量％の量で存在する。
【０１０１】
　有用な溶媒の種類としては、アイソパーＣ、アイソパーＥ、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌ、ヘプタ
ン、メタノール、アセトン、エタノール、イソプロピルアルコール、ドデセン及びテトラ
ヒドロフランを含むが、これらに限定されない。ＩＳＯＰＡＲ（登録商標）ブランドの溶
媒は、異なるグレードがＥ、Ｇ、Ｌ、Ｍ、およびＶと表記されるエクソンモービルケミカ
ル社製の狭い沸点範囲を有する高純度の流体イソパラフィンである。
【０１０２】
　ディスペンサ１００での使用に特に適切な１つの組成物は、約８０重量％の量の噴射剤
、約１９重量％の量の溶媒、約１重量％の量の活性剤、１重量％未満の量の芳香剤を有す
るエアゾール組成物を含む。別の実施形態において、エアゾール組成物は、約９０重量％
の量の噴射剤、約１重量％の量の活性剤、約９重量％の量の溶媒を含む。さらなる実施形
態において、エアゾール組成物は、約９５重量％の量の噴射剤、約１重量％の量の活性剤
、約４重量％の量の溶媒を含む。別の実施形態において、エアゾール組成物は、約８５重
量％の量の噴射剤、約２重量％の量の活性剤、及び約１３重量％の量の溶媒を含む。
【０１０３】
　蚊防除するための一つの特に望ましい製剤は、１８.８重量％のＩｓｏｐａｒ　Ｌ、炭
化水素に溶解した１重量％のメトフルトリン、０.１５重量％の量のユーカリ油、８０重
量％の量Ｂ-５２噴射剤を含む。
【０１０４】
　エアゾールの多くの特徴は、本明細書に記載のディスペンサ１００の特定のディスペン
シング機能を実現するために重要である。例えば、スプレー等を定量出す際にエアゾール
組成物の粒径は重要である。一実施形態では、噴霧液滴の平均粒径は、約５ミクロン以上
である。別の実施形態では、噴霧液滴の平均粒径は、約１０ミクロン以上である。さらな
る実施形態では、噴霧液滴の平均粒径は、約１５ミクロン以上である。別の実施形態では
、液滴の平均粒径は、約５ミクロンから約２００ミクロンである。より具体的には、５ミ
クロンから１００ミクロンのＤｖ（５０）粒度分布が好ましく、１１ミクロンから７４ミ
クロンのＤｖ（５０）粒度分布はさらに好ましいことが発見されている。また、５ミクロ
ンから２００ミクロンのＤｖ（９０）粒度分布が好ましく、２５ミクロンから１２６ミク
ロンのＤｖ（９０）粒度分布は、さらに好ましいことが発見されている。別の実施形態で
は、液滴は、３０ミクロン以下のＤｖ（９０）粒度分布を有してもよい。
【０１０５】
　エアゾール組成物の別の重要な特性は、ディスペンシング時の噴霧速度である。以下に
説明するように、特に、視覚、可聴指標を提供するために、十分なエアゾール組成物が吐
出されなければならないが、大きすぎる噴霧速度は、望ましくない態様で、スリーブ１０
６の上に、及び／またはスリーブ１０６を通って、吐出されるエアゾール組成物をもたら
ず。スリーブ１０６との衝突点で、毎秒約６０ｇ以上の噴霧速度を有するエアゾール組成
物は、望ましくない噴霧特性をもたらすものと考えられ、例えば、組成物は、スリーブ１
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０６の上に配置され、続いて、吸収されるのとは反対に、スリーブの壁を通って噴霧され
ると考えられる。
【０１０６】
　放出時（すなわち、吹出口１９０を出る際）に、毎秒５ｇ以下の噴霧速度を有するエア
ゾール組成物は、本明細書中に記載の１つ以上指標、例えば、スリーブ１０６、及び／ま
たは、スリーブ上の濡れ領域内、または上にプルーム、を提供するには不十分であると考
えられる。したがって、エアゾール組成物の噴霧速度は、放出時で、少なくとも毎秒約１
０ｇであるが、スリーブ１０６との衝突点で、少なくとも毎秒約６０グラム未満であるこ
とが望ましく、それは以下に示される物理的特性を有する。いくつかの具体的な実施形態
において、エアゾール組成物は、少なくとも毎秒約１０ｇ、約２０ｇ、または約３０ｇで
、毎秒約７０ｇ未満、約６０ｇ未満、または約５０ｇ未満の噴霧速度で容器１０４から吐
出される。
【０１０７】
　別の重要なパラメータは、組成物の密度である。特に、密度は、組成物の噴霧速度に影
響し、最終的に、どの程度の噴霧がスリーブ１０６内に保持され、プルームに形成されて
いる噴霧の量に影響を与える。組成物密度（１５℃で測定）は、約０.２ｇ／ｃｍ３から
約１ｇ／ｃｍ３の間であることが想定される。一実施形態では、組成物の密度（１５℃で
測定）は、約０.４ｇ／ｃｍ３から約０.８ｇ／ｃｍ３である。別の実施形態では、組成物
の密度（１５℃で測定）は、約０.５ｇ／ｃｍ３から約０.７ｇ／ｃｍ３の間である。別の
実施形態では、組成物の密度（１５℃で測定）は、約０.６ｇ／ｃｍ３である。
【０１０８】
　ここで図１７乃至１９を見ると、ディスペンサ１００は、シュラウド１５０とドーム１
５２との間に配置された凹部１６２を介してベース１０２上に支持されたスリーブ１０６
を含む（図１２参照）。スリーブ１０６は、一実施形態では、内面２３２と外面２３４と
を有する透過性、及び／または、吸収性基部２３０によって規定される。一実施形態では
、基部２３０は、上部開口部２３８及びそれらの間に延びるチャネル２４２と下部開口部
２４０に囲まれた、細長い導管２３６（図１７参照）を形成するように折り畳まれている
。基部２３０は、上部開口部２３８及び下部開口部２４０に対応する上端と下端を有する
。チャネル２４２及び上部開口２３８は、エアゾール組成物が直接、そこを通って出るこ
とができるように（例えば、蓋によって妨害されずに）、さえぎるものがない。さらに、
下側開口部２４０は、スリーブ１０６が、ドーム１５２と嵌合することを可能にするため
、さえぎるものがない。特定の実施形態では、スリーブ／導管／基部は、外接または取り
囲むように、ベース（例えば、ドーム１５２）上に、または、隣接して配置される。また
、他の実施形態では、スリーブ１０６に剛性を与えるために、そうでなければ、流動性の
媒体の噴霧及び配布に影響を与えるために、チャネル２４２及び／または、その他の部内
に構造物を有するスリーブ１０６を含んでもよいことが想定される。さらに、スリーブ１
０６は、不透明、半透明、または透明の一つ以上であってもよい。
【０１０９】
　一実施形態では、スリーブ１０６は、任意の幾何学的形状を含む管状部材として提供さ
れてもよい。別の実施形態において、スリーブ１０６は、円形または楕円形の形状を付与
されてもよい。さらなる実施形態において、スリーブ１０６は、正方形または長方形の形
状を備えていてもよい。別の実施形態において、スリーブ１０６は、少なくとも、二つの
最も遠い点の間に延びる１つの主要な軸、及び／または近い位置にある２つの間に延びる
短軸を含む不均一な断面を有する形状を付与されてもよい。実際には、他の実施形態では
、スリーブ１０６は、スリーブ１０６の外側の外部環境へのベース１０２からの出口経路
を提供するチャネル２４２を含む他の形状を備えていてもよい。
【０１１０】
　一実施形態において、導管２３６は、ベース１０２と実質的に同様の断面形状を備えて
いる。特に、基部２３０は、その長さに沿って均一な断面の面積を有しており、上面図（
図１８参照）から見えるように、四つの円弧状の辺部２４４ａ乃至２４４ｄを含む。その
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辺部２４４ａ乃至２４４ｄは、導管２３６を形成するために、角部２４６ａ乃至２４６ｄ
で接合されている。辺部２４４ａ乃至２４４ｄの一つ以上は、互いに一体であってもよく
、導管２３６は、当技術分野で既知の方法（例えば、接着剤、インターロック機構、ステ
ッチ、および他の接合機構によって）で、辺部２４４ａ乃至２４４ｄの一つ以上を相互に
接合することによって形成されてもよい。角部２４６ａ乃至２４６ｄは、辺部２４４ａ乃
至２４４ｄの間の交点であり、スリーブ１０６の幾何学的形状によって、自然に形成され
てもよいし、辺部２４４ａの角度が変わる継ぎ目または他の点によって規定されてもよい
。
【０１１１】
　基部２３０の各辺部２４４ａ乃至２４４ｄは、約０.１ｍｍから約３ｍｍの間の厚さ寸
法によって規定される。別の実施形態では、基部２３０は、約０.１ｍｍから約０.１７ｍ
ｍの間の厚さ寸法によって規定される。さらなる実施形態において、基部２３０は、約０
.１７ｍｍから約０.３０ミリｍｍの間の厚さによって規定される。さらなる実施形態では
、基部２３０は、約２ｍｍを超えない厚さ寸法によって規定される。また、別の実施形態
では、基部２３０は、約０.１ｍｍを下らない厚さ寸法によって規定される。また、別の
実施形態では、基部２３０は、約０.０８ｍｍを下らず、約２ｍｍを超えない厚み寸法に
よって規定される。さらなる実施形態において、基部２３０は、約０.０７ｍｍと約０.８
ｍｍの間の厚さ寸法によって規定される。別の実施形態において、基部２３０は、約０.
１３ｍｍから約０.３８ｍｍの間の厚さ寸法によって規定される。さらなる実施形態にお
いて、厚さは、辺部２４４ａ乃至２４４ｄに一つ以上の補強要素を含むことによって、影
響を受けてもよい。例えば、一実施形態では、ナイロンが、辺部２４４ａ乃至２４４ｄに
加えられてもよい。特定の一実施形態では、スクリムが、その剛性を高めるために、不織
布の基部に加えられる。別の実施形態では、他の、及び／または、追加の材料が、追加さ
れてもよく、または他辺部２４４ａ乃至２４４ｄにも適用されてもよい。
【０１１２】
　図１９に示すように、基部２３０の各辺部２４４ａ乃至２４４ｄは、辺部２４４ａ乃至
２４４ｄのそれぞれの上端と下端の間で測定される高さ寸法Ｈｓによって規定される。一
実施形態では、高さ寸法Ｈｓは、約５０ｍｍから約３００ｍｍの間である。別の実施形態
では、高さ寸法Ｈｓは、約１００ｍｍから約２００ｍｍの間である。さらなる実施形態で
は、高さ寸法Ｈｓは、約１５０ｍｍから約２００ｍｍの間である。さらなる実施形態では
、高さ寸法Ｈｓは、約３００ｍｍ以下である。まだ別の実施形態では、高さ寸法Ｈｓは、
約２５ｍｍ以上である。まだ別の実施形態では、高さ寸法Ｈｓは、約２５０ｍｍより下ら
ず、約４００ｍｍを超えない。別の実施形態では、辺部２４４ａ乃至２４４ｄの高さが互
いに異なっていてもよい。
【０１１３】
　スリーブ１０６の基部２３０は、一般に、水平部品と水平部品から上方に延びる垂直な
壁を有するものとして特徴付けることができる。基部２３０の各辺部２４４ａ乃至２４４
ｄは、スリーブ１０６の角部２４６ａ乃至２４６ｄの間で測定される水平方向の長さ寸法
Ｌｓによって規定される。例えば、図１９に示すように、水平方向の長さ寸法ＬＳは、角
部２４６ａと角部２４６ｄとの間で辺部２４４ａの長さとして規定される。一実施形態で
は、水平方向の長さ寸法Ｌsは、約２５ｍｍと約２００ｍｍとの間である。別の実施形態
では、水平方向の長さ寸法Ｌsは、約４０ｍｍと約８０ｍｍとの間である。さらなる実施
形態では、水平方向の長さ寸法Ｌｔは、スリーブ１０６の全体の直線水平長さ成分として
特徴付けられてもよく、そこでは、Ｌｔは、約５０ｍｍから約１０００ｍｍの間であり、
より好ましくは、５０ｍｍから約２００ｍｍの間でよい。別の実施形態では、水平方向の
長さ寸法は、一つ以上の辺部２４４ａ乃至２４４ｄが異なる幾何学形状を作り出すために
、変えてもよい。
【０１１４】
　多くの例では、スリーブ１０６の各辺部２４４ａ乃至２４４ｄの高さは、ディスペンサ
１００の多数の他の特性に関連している。例えば、スリーブ１０６は、本明細書で説明さ
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れる特定の噴霧角度、噴霧率、組成物、および多数の他のパラメータを調節するように大
きさを決められる。一つの特定の例では、スリーブ１０６の辺部２４４ａ乃至２４４ｄの
高さ寸法Ｈｓは、水平長さ寸法ＬｓまたはＬｔに関連している。一実施形態では、ディス
ペンサ１００の一辺２４４の高さＨｓと水平方向の長さ寸法Ｌｓの比は、約３対約１であ
る。別の実施形態では、高さＨｓと水平方向の長さ寸法Ｌｓの比は、約１対約１である。
さらに別の実施形態では、高さＨ ｓ水平方向の長さ寸法Ｌｓへの比は、約２対約１より
も大きい。
【０１１５】
　導管２３６またはチャネル２４２の容積は、一つ以上の指標の形成を容易にするのを助
けるために重要であり、以下でより詳細に論じられる。具体的には、導管２３６は、プル
ーム及び／または、濡れ領域を形成するために、容器１０４からの噴霧を収容するのに十
分に大きな容積を有するべきである。容積が大きすぎる場合には、プルームは、適切に形
成されず、また、効果的な受動的拡散を提供するために、本明細書で記載される方法で、
不十分な噴霧材料が、スリーブ１０６上に配置されることが考えられる。容積が小さすぎ
ると逆に、容器１０４からかなりの量の噴霧が、スリーブ１０６を出て、受動的な拡散の
ために、スリーブ１０６の中、及び／または、その上に配置されない。さらに、より小さ
な容積は、プルームを形成するために利用可能なエアゾール組成物材料を消耗し、プルー
ム形成に関して不備になる可能性がある。
【０１１６】
　したがって、導管２３６が自立し、ベース１０２上に配置されないとき、導管２３６ま
たはチャネル２４２は、約１００ｃｍ３から約４０００ｃｍ３の間の限られた容積を備え
ていてもよい。別の実施形態では、導管２３６は、約３００ｃｍ３から約８００ｃｍ３の
間の限られた容積で規定されてもよい。さらなる実施形態において、導管２３６は、約６
００ｃｍ３から約６５０ｃｍ３の間の限られた容積で規定されてもよい。さらなる実施形
態において、導管２３６は、約１００ｃｍ３以下の限られた容積で規定されてもよい。ま
た別の実施形態において、導管２３６は、約４００ｃｍ３以下の限られた容積で規定され
てもよい。また別の実施形態では、導管２３６は、約６００ｃｍ３を下らず、約４０００
ｃｍ３を超えない範囲の限られた容積で規定されてもよい。特定の一実施形態では、導管
２３６は、約６４０ｃｍ３で限られた容積によって規定されてもよい。別の実施形態では
、導管のチャネル２４２は、３００ｃｍ３と４００ｃｍ３との間の内部容積を有する。
【０１１７】
　基部２３０または導管２３６のチャネル２４２は、スリーブ１０６の様々な追加の容積
及び／または設計パラメータによって規定されてもよい。一実施形態では、チャネル２４
２は、さえぎるものがない。この例では、チャネル２４２を規定する内表面２３２は、そ
の長さおよび／または幅に沿って連続しており、個々の繊維又はその構成部品によって示
されるもの以外に、表面の中断がない。例えば、図２０のチャネル２４２の内表面２３２
は、さえぎるものがなく、その長さに沿って実質的に平坦であるように見える。別の例で
は、チャネル２４２のさえぎるものがない内表面２３２は、スリーブ１０６の上部開口部
２３８と下部開口部２４０との間で、完全に延びている。別の実施形態では、さえぎるも
のがないチャネル２４２は、完全にスリーブ１０６が不透明となるように境界されてもよ
いことが考えられる。さらなる実施形態では、内表面２３２と外面２３４の両方が、さえ
ぎられていない。
【０１１８】
　別の実施形態では、基部２３０のチャネル２４２は、少なくとも部分的にさえぎられる
。この実施形態では、チャネル２４２は、１つまたはそれ以上の機構を介して、さえぎら
れてもよい。例えば、一実施形態では、少なくとも１つの孔または他の開口部が、スリー
ブ１０６（上部開口部２３８及び下部開口部２４０から離れた）に存在してもよい。ある
特定の実施形態では、表面の切れ目は、約２５０ミクロン未満の平均孔径を有する基部２
３０を含んでもよい。さらなる実施形態では、基部２３０の１つまたは複数の部分は、メ
ッシュとして提供され、及び／または、表面の切れ目を複数含むようにクロスハッチパタ
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ーンで形成してもよい。さらなる実施形態では、部分的にさえぎられた基部２３０の１つ
以上の部分は、２つ以上の別個の容積ににスリーブ１０６の内部を分割する構造を含む。
【０１１９】
　いくつかの例では、表面の切れ目は、プルームの形成、及び／または、スリーブ１０６
上にとどまるか、スリーブ１０６に吸収される流動性の媒体の量と比較して、スリーブ１
０６を通って延びる流動性の媒体の量に影響を与える可能性がある。異なる実施形態では
、基部２３０の一つまたは複数の部分は、上部開口部２３８と下部開口部２４０に加えて
、切り目、切り欠き、及び／または、他の表面の中断が提供されてもよい。
【０１２０】
　さらなる実施形態において、チャネル２４２は、天然の境界によって形成された輪郭に
よって規定されてもよい。例えば、チャネル２４２は、構造、及び／または、それらの剛
性要素によって、特定の幾何学的形状を付与されてもよい。一実施形態において、チャネ
ル２４２は、少なくとも部分的に自由な空気または揮発性の動きを制限するように作用す
る。
【０１２１】
　さらに、導管２３６がベース１０２に配置されたときに、導管２３６またはチャネル２
４２は、約２００ｃｍ３から約７００ｃｍ３の間の限られた容積を有していてもよい。別
の実施形態において、導管２３６は、約３００ｃｍ３から約６００ｃｍ３の間の限られた
容積によって規定されてもよい。さらなる実施形態において、導管２３６は、約４００ｃ
ｍ３から約５５０ｃｍ３の間の限られた容積によって規定されてもよい。さらなる実施形
態では、導管２３６は、約５００ｃｍ３を下らない範囲で限られた容積によって規定され
てもよい。また別の実施形態において約４００ｃｍ３を下らない範囲で限られた容積によ
って規定されてもよい。また別の実施形態では、導管２３６は、約３００ｃｍ３を下らず
、約６００ｃｍ３を超えない範囲で限られた容積によって規定されてもよい。特定の一実
施形態では、導管２３６は、約５１５ｃｍ３で限られた容積によって規定される。
【０１２２】
　導管２３６は、少なくとも約１５ｃｍ２の限られた容積内の最小断面積と、約４００ｃ
ｍ２未満の限られた容積内の最大断面積とを含んでもよい。別の実施形態において、導管
２３６は、少なくとも約４０ｃｍ２の限られた容積内の最小断面積と、約１００ｃｍ２未
満の限られた容積内の最大断面積とを含んでもよい。最大断面積は、導管の上端または基
部の吹出口の端部に設けられてもよく、あるいは、最小断面積は、上端に設けられてもよ
いと考えられる。確かに、球状シェードまたは基部は、そのほぼ中央部分に最大断面積を
備えていてもよいことが考えられる。
【０１２３】
　導管２３６は、主軸を含んでもよく、いくつかの実施形態では、長軸に対して垂直な短
軸を含んでもよい。一実施形態では、短軸は、スリーブ１０６の幅である。さらなる実施
形態では、短軸は、２つの対向する壁の内表面の間に延びる線を含む。さらなる実施形態
では、短軸は、２つの遠位面間の直線で測定されてもよい。別の実施形態では、短軸は、
直径であってもよい。
【０１２４】
　スリーブ１０６を構成する材料の選択は、多くの理由のために重要である。具体的には
、スリーブ１０６の材料は、スリーブ１０６の外観、スリーブ１０６のウィッキング（吸
い上げ）特性、スリーブ１０６の吸収特性、ベース１０２上の直立位置に保持されるスリ
ーブ１０６の能力、プルームの形成、及び視覚指標のうちの１つまたは複数の表示に関連
する多くの他の特性に影響を与える。
【０１２５】
　したがって、スリーブ１０６は、ＰＥＴ、不織布の材料、織布、織物、不織繊維、また
は他の透過性材料のように、透過性材料を含んでもよい。一具体例では、スリーブ材料は
、Ｃｅｒｅｘ（登録商標）アドバンストファブリック（カントン、フロリダ州）により提
供されるナイロン生地を含む。一実施形態では、布は、平らで滑らかで強い布に、連続し
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たナイロンの細糸を紡いで、接着することによって、作られている不織布であってもよい
。一つの特定の適切な布は、Ｃｅｒｅｘ２３２００の商品名で販売されているナイロン基
部である。別の実施形態では、スリーブ１０６は、織布及び／または連続してもよい。例
えば、スリーブ１０６は、マイクロサイズの孔（例えば、Ｇｏｒｅ Ｔｅｘ（登録商標）
またはＧｏｒｅ Ｔｅｘ（登録商標）同様の材料）を有する滑らかなシートであってもよ
い。さらなる実施形態において、スリーブ１０６は、積層プラスチックまたはナイロンの
内表面を有する他の表面を含んでもよい。
【０１２６】
　一実施形態では、スリーブ１０６は、ＡＳＴＭ－Ｄ１７７７を用いて測定すると、約５
ミルから約１２ミルの間であり、特に約７ミルから約９ミルの不織材料として提供される
。一実施形態では、スリーブ１０６の材料の通気度は、ＡＳＴＭ　Ｄ７３７を用いて測定
すると、約１５ＣＦＭ／ｆｔ２と約３２５ＣＦＭ／ｆｔ２の間であり、特に約１７０ＣＦ
Ｍ／ｆｔ２である。スリーブ１０６の材料は、約２バールから約７０バールの間、特に約
５バールの破裂強度を有してもよい。
【０１２７】
　スリーブ１０６の１つまたは複数の特性は、ディスペンサ１００のディスペンシング能
力に影響を与える。好ましいスリーブ１０６は、支援なしに直立位置に留まることができ
るように（例えば、構造崩壊することなく、最後に立っている）、堅く、自己支持形のも
のである。同時に、スリーブ１０６は、ベース１０２の凹部１６２に収容されるのに十分
に柔軟であるべきである。いくつかの例では、スリーブ１０６の形状に応じて、スリーブ
１０６が曲がるのに十分可撓性である必要があるか、そうでなければ、ベース１０２のス
リーブ１０６上に配置されているときに変形する必要があってもよい。スリーブ１０６は
、他の材料と比較して、有効な放出特性をもたらす適度な濡れ性と適度な多孔性を有する
べきである。他の材料と比較して、スリーブ１０６は、活性剤に対して低い親和性および
吸収性の特性を有することが望ましい場合もある。
【０１２８】
　スリーブ材料は、表面エネルギーのような１つ以上の特性によって特徴付けられる。表
面エネルギーは、バルク材料に比べて表面における余分なエネルギーを表わす。組成物は
、バルク材料ではなく、スリーブ１０６の表面上に存在することがエネルギー的に好まし
い。表面エネルギーは、表面領域を形成するのに必要なエネルギーの尺度を与え、形成さ
れる表面の量を制御し、従って、表面の量は、液体の蒸発が起こるために利用可能になる
。そのために、スリーブ１０６の材料は、好ましくは、約２５ｍＮ／ｍ未満の表面エネル
ギーを有する。別の実施形態では、その材料は、約２０ｍＮ／ｍ以下の表面エネルギーを
有する。さらなる実施形態において、その材料は、約１８ｍＮ／ｍ未満の表面エネルギー
を有する。別の実施形態においては、その材料は、約１ｍＮ／ｍから約３０ｍＮ／ｍの間
の表面エネルギーを有する。別の実施形態では、その材料は、約５ｍＮ／ｍから約２５ｍ
Ｎ／ｍの間の表面エネルギーを有する。さらなる実施形態において、その材料は、約１０
ｍＮ／ｍから約２０ｍＮ／ｍの間の表面エネルギーを有する。特定の一実施形態では、そ
の材料は、約１９ｍＮ／ｍの表面エネルギーを有する。
【０１２９】
　スリーブ１０６に用いられる材料の外観は、本明細書に記載のスリーブ１０６の機能を
実現するために、追加的な重要な特性である。特に、理論に束縛されることなく、ディス
ペンサが作動していることと、ディスペンサは、適切な機能性を提供する特性を有するこ
とを消費者が知覚することができるとき、ディスペンサの使用中に、消費者の経験は、高
められると考えられる。例えば、消費者は、プラスチック、固体表面、又はそうでなけれ
ば不透過性に見える表面は、吸収性の欠如のために、一般的には、受動的な発散を提供す
ることができないと認識している。特に、消費者は、噴霧された組成物が、玉になり、表
面に吸収されない可能性があると理解する。さらに、一部の消費者は、滑らかな外観、及
び／または、さえぎられない表面は、その材料の真の性質に関係なく、十分な吸収性の性
質を持っていない可能性があり、材料が組成物を吸収し、それを受動的に拡散する信頼性
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を有していないものだと認識する。対照的に、消費者は、布または織物材料は、特定の視
覚的な外観を提供し、材料がエアゾール組成物を吸収することが可能であり、従って、受
動的な拡散を提供することが可能であると理解している。そのため、消費者がその吸収性
を認識するのを手伝う具体的な特性を有するスリーブ１０６を提供することが望ましい。
スリーブ１０６は、スリーブ１０６は、吸収性の十分な視覚指標を提供することを保証す
るために、以下のパラメータのうちの１つまたは複数を提供されるべきである。
【０１３０】
　スリーブ１０６の材料は、好ましくは、約５０ミクロンよりも大きい直径を有する複数
の繊維によって規定される。一実施形態では、繊維の直径は、約４５ミクロンから約１２
０ミクロンの間である。別の実施形態では、繊維の直径は、約５０ミクロンから約１００
ミクロンの間である。別の実施形態では、繊維の直径は、約６０ミクロンから約９０ミク
ロンの間である。さらなる実施形態では、繊維の直径は、約７０ミクロンから約８０ミク
ロンの間である。特定の一実施形態では、繊維の直径は、約９０ミクロンである。別の実
施形態では、繊維の直径は、約１００ミクロンである。さらなる実施形態では、繊維の直
径は、約１２０ミクロンである。さらに別の実施形態では、繊維の直径は、約１３０ミク
ロンである。
【０１３１】
　スリーブ１０６の材料中の繊維の着色は、利用者に、その織物のような性質の視覚指標
を提供することも重要である。具体的には、スリーブ１０６の繊維の着色は、利用者が、
個々の繊維を視覚的に知覚することができるように手伝うコントラストを提供する。例え
ば、一例において、スリーブ１０６の繊維は、白のように、同じ色である。別の例では、
１つまたは複数の繊維が、さらに視覚的なコントラストを、繊維の間に提供するために、
異なる着色を付与してもよい。
【０１３２】
　細孔径はまた、利用者に固有の視覚指標を付与するのに重要である。具体的には、材料
の孔サイズが大きいほど、孔は、より多くの目に見える、そのことが、スリーブ材料が布
状またはさもなければ吸収性材料を含むことを消費者に理解させることになる。繊維間の
細孔サイズは、見えるように、かつ、多孔性材料の印象を与えるために十分な大きさであ
るべきである。スリーブ１０６の材料の質感が目に見えるようにするには、繊維と細孔の
間に十分なコントラストが存在しなければならない。特に、一実施形態では、体積基準メ
ジアン径は、個々の孔、または近接した孔の群れのいずれかを含む、少なくとも約５０ミ
クロン以上であってもよい。別の実施形態では、スリーブ１０６の体積基準メジアン径は
、約５０ミクロンから約１０００ミクロンの間である。別の実施形態では、スリーブ１０
６の体積基準メジアン径は、約５０ミクロンから約８０ミクロンの間である。一実施形態
では、体積基準メジアン径は、約５０ミクロンから約２５０ミクロンの間である。別の実
施形態では、体積基準メジアン径は、約５０ミクロンから約１００ミクロンの間である。
特定の一実施形態では、体積基準メジアン径は、少なくとも５０ミクロンである。別の実
施形態では、体積基準メジアン径は、約６０ミクロンである。さらなる実施形態では、体
積基準メジアン径は、７５ミクロンである。さらに別の実施形態では、体積基準メジアン
径は、約８０ミクロンである。別の実施形態では、体積基準メジアン径は、８０ミクロン
未満である。さらなる実施態様において、体積基準メジアン径は、完全に、スリーブ１０
６の上に一致しない場合がある。例えば、スリーブ１０６の一部が第１の値（例えば、約
５０ミクロン）の体積基準メジアン径によって特徴付けられ、スリーブ１０６の別の部分
が第２の異なる値（例えば、約７０ミクロン）によって特徴付けられてもよい。
【０１３３】
　スリーブ１０６の基部２３０は、少なくとも１.５５ｍＬ／ｇの空隙容積（すなわち、
多孔性）によって特徴づけられてもよい。別の実施形態では、スリーブ１０６の基部２３
０は、約１ｍＬ／ｇから約１０ｍＬ／ｇの間の多孔性によって特徴付けられてもよい。別
の実施形態では、スリーブ１０６の基部２３０は、約１.５５ｍＬ／ｇから約７.１３ｍＬ
／ｇの間の多孔性によって特徴付けられてもよい。さらなる実施形態では、スリーブ１０
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６の基部２３０は、約８ｍＬ／ｇを超えない多孔性によって特徴付けられてもよい。
【０１３４】
　スリーブ１０６の材料の厚さは、スリーブ１０６の使用を介して実現される利点を提供
するのに、重要である。例えば、スリーブ１０６は、アクチュエータノズル１６６から放
出された流動性の媒体の噴霧速度に対応できるようにしなければならず、大部分の噴霧が
、スリーブ１０６を通して、直接出るのを防止するのに十分な厚さを有していなければな
らない。スリーブ１０６の厚さは、一つ以上の視覚指標（例えば、プルーム及び／または
濡れ領域）の形成に影響を与える、吸い上げ（ウィッキング）と吸収性の性質にとって重
要である。
【０１３５】
　スリーブ１０６の材料に関する追加の考慮事項は、利用者が、スリーブ１０６接する（
例えば、触れる）ことによって得る触覚の反応である。触角の反応は、表面粗さ、材料の
「剛性」、温度特性を含む多数の材料特性に依存する。プラスチックフィルムのような非
常に滑らかな表面は、プラスチックシートに対する利用者の経験に基づいて、液体に対し
不浸透性であると利用者に期待される一方で、よりざらつきのある表面は、布に対する利
用者の経験に基づいて、液体が吸収することができると期待される。
【０１３６】
　スリーブ１０６の材料は、作動後に、スリーブ１０６上の濡れ領域を形成する時間に影
響を与える、平均ウィッキング速度によって特徴づけられるウィッキング（吸い上げ）特
性を有してもよい。平均ウィッキング速度は、重量分析を用いて決定することができる。
一実施形態では、平均ウィッキング速度は、約０.０１ｍｍ／sから１.５ｍｍ／ｓの間で
ある。別の実施形態では、平均ウィッキング速度は、約０.０５ｍｍ／sから約１ｍｍ／s
の間である。別の実施形態では、平均ウィッキング速度は約０.０９ｍｍ／秒から約０.０
７ｍｍ／秒の間である。一実施形態では、平均ウィッキング速度は、約０.０５ｍｍ／sか
ら約０.１ｍｍ／sまでの間である。特定の一実施形態では、平均ウィッキング速度は、約
０.０９ｍｍ／sである。別の実施形態では、平均救出速度は、約１ｍｍ／sである。さら
なる実施形態では、平均ウィッキング速度は、約０.０９５ｍｍ／sである。さらに別の実
施形態では、平均ウィッキング速度は、少なくとも約０.０５ｍｍ／sである。別の実施形
態では、平均ウィッキング速度は、少なくとも約０.０５ｍｍ／sである。
【０１３７】
　また、スリーブ１０６のかさ密度は、スリーブ１０６の基部２３０の剛性と触感特性に
影響する。一実施形態では、かさ密度は、約１ｇ／ｃｍ３から約２ｇ／ｃｍ３の間である
。別の実施形態では、かさ密度は、約１.２７５ｇ／ｃｍ３未満である。さらなる実施形
態では、かさ密度は、約１.１４２ｇ／ｃｍ３から約１.２７３ｇ／ｃｍ３の間である。別
の実施形態では、かさ密度は、約２ｇ／ｃｍ３未満である。さらに別の実施形態では、か
さ密度は、約１ｇ／ｃｍ３から約３ｇ／ｃｍ３の間である。
【０１３８】
　スリーブ１０６のストリップ法での引張強度は、欠陥の前に、基部２３０が処理できる
圧力に関連している。一実施形態では、ストリップ法での引張強度は、少なくとも約３Ｎ
／ｍｍであり、より具体的には、約３.０３Ｎ／ｍｍである。別の実施形態では、ストリ
ップ法での引張強度は、少なくとも約４Ｎ／ｍｍである。さらなる実施形態では、ストリ
ップ法での引張強度は、約２.５Ｎ／ｍｍと約３.５Ｎ／ｍｍの間である。
【０１３９】
　スリーブ１０６の材料は、重量分析により測定されるように、吸収能力によって特徴付
けられる吸収特性を含む。一実施形態では、吸収能力は、約１ｍＬ／ｇから約３.５ｍＬ
／ｇの間である。別の実施形態では、吸収能力は、約１.５ｍＬ／ｇから約３ｍＬ／ｇの
間である。別の実施形態では、吸収能力は、約２ｍＬ／ｇから約３ｍＬ／ｇの間である。
特定の一実施形態では、吸収能力は、約２.５ｍＬ／ｇである。別の実施形態では、吸収
能力は、約２.６ｍＬ／ｇである。さらなる実施形態では、吸収能力は、約２.７ｍＬ／ｇ
である。さらに別の実施形態では、吸収能力は、少なくとも約２.５ｍＬ／ｇである。ス
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リーブ１０６の材料は、流動性の媒体の約０.０１５ｍｇ／ｍｍ２で吸収することが可能
である。
【０１４０】
　以下の特徴を有する一つの特定のスリーブ１０６は、本明細書に記載のディスペンサ１
００に対して有用である。スリーブ１０６の材料は、８.４ミルまたは０.２１ｍｍの名目
上のシートの厚さを有し、多数の不織布の繊維で構成され、約５０ミクロン（体積比）の
体積基準メジアン径を有する細孔と分散させられる。本実施形態では、その材料は、１.
５５ｍＬ／ｇの気孔率を有する。重量由来の密度は、０.４ｍｇ／ｍｍ３で、かさ密度は
１.１４ｇ／ｃｍ３である。また、スリーブ１０６は、約３Ｎ／ｍｍの横断方向のストリ
ップ法での引張強度と、約５.６Ｎ／ｍｍの機械方向のストリップ法での引張強度よって
規定される。
【０１４１】
　図１乃至３を再び参照すると、スリーブ１０６は、その上に形成されたパターン２５０
が付与されるように示されている。パターン２５０は、吸収性材料から構成されてもよく
、および／または、パターンを囲む基部２３０の部分２５２は、同じか、または別の材料
から構成されてもよい。パターン２５０は、パターン２５０の形状で基部２３０を貫通す
る開口によって形成されてもよい。この場合、吸収性材料は、部分的または完全に開口部
を補ってもよい。いくつかの例では、パターンは、葉、花、植物、木等のような１つ以上
の自然に現れる対象物によって規定される。他の実施形態では、パターンは、他の形状に
よって規定されてもよい。
【０１４２】
　構成部品は、説明され、それに関連するディスペンサ１００の使用や特性は、以下で、
より詳細に議論される。ディスペンサ１００の１つまたは複数の構成要素は、包装（図示
せず）で提供されてもよい。例えば、スターターパッケージは、ベース１０２、一つ以上
の容器１０４、およびスリーブ１０６を含んでもよい。一実施形態では、容器１０４及び
／またはスリーブ１０６が、詰め替え用キットとして提供されてもよい。
【０１４３】
　別の実施形態では、スリーブは、流動可能な物質で予め詰め込まれていてもよい。本実
施形態では、流動可能な物質は、非透過性のパッケージで供給され、流動性の媒体は、ス
リーブ１０６がパッケージから削除されるまで、受動的に拡散することを開始しないこと
が考えられる。さらなる実施形態では、スリーブ１０６とその上に予め詰め込まれた流動
性の媒体は、容器１０４内に配置された流動性の媒体と組み合わせて使用されてもよい。
例えば、１つの物質（例えば、活性剤）がスリーブ１０６上に、予め詰め込まれていても
よく、第２の物質（例えば、溶媒）が、容器１０４内に供給されることが考えられる。こ
の例では、溶媒は、相乗効果を提供するために、作動中に活性剤に接触する。あるいは、
スリーブ１０６上に予め詰め込まれた流動性の媒体は、能動的になってもよく、容器１０
４に供給されるか、さもなければ、ディスペンサ１００上に噴霧される第２の流動性の媒
体との相互作用により、受動的に拡散を始めてもよい。さらに、第１の活性剤は、容器１
０４内に配置されてもよく、他方で、第２の異なる活性剤（および／または流動性の媒体
）は、スリーブ１０６上に予め詰め込まれている。例えば、香りがスリーブ１０６上に予
め詰め込まれてもよいのに対し、容器１０４内には、害虫防除剤または活性剤が供給され
てもよい。
【０１４４】
　ディスペンサ１００を使用するために、各構成部品は、パッケージから移動されなけれ
ばならず、エアゾール組成物を有する容器１０４は、ベース１０２に挿入されなければな
らない。容器１０４をベース１０２に挿入するために、（構成部品が結合されている場合
は）上側ハウジング１１０は、ベース１０２の下側ハウジング１０８から取り外されなけ
ればならない。下側ハウジング１０８から上側ハウジング１１０を取り外すために、利用
者は一方の手で下側ハウジング１０８の溝１１６を把持し、下側ハウジング１０８から離
れる方向に上側ハウジング１１０に上向きの力を加えるようにもう一方の手を使用するこ
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とができる。下側ハウジング１０８が露出されると、利用者は、保持されるペデスタル１
３４の開口部１３６に容器１０４を配置する。
【０１４５】
　容器１０４が適切に配置されると、ベース１０２は、再構成されなければならない。下
側ハウジング１０８に上側ハウジング１１０を取り付けるために、それぞれは、実質的に
互いに対して、位置調整される。上側ハウジング１１０は、下側ハウジング１０８上に下
げられ、このことによって、突出部１７０の角度のついた端部１７８が、Ｕ字形状部材１
２４のフランジ１２６の徐々に細くなる水平部１３０に接触することになる。Ｕ字形状部
材１２４は、突出部１７０が、中にスライドし、部材１２４の開口部１２８内に保持され
るように、内向きに曲がる。突出部１７０が、いったん開口部１２８に配置されると、Ｕ
字形状部材１２４は、解放可能に上側ハウジング１１０を下側ハウジング１０８にしまい
込むために（図１１を参照）、元の位置へと外向きに曲がる。同時に、容器１０４のバル
ブステム２１２がぴったりステムソケット２１８内に配置されるまで、容器１０４は、リ
ブ１７４を介して上側ハウジング１１０を通って上方に導かれる。
【０１４６】
　スリーブ１０６がディスペンサ１００に事前に組み立てられていない場合には、スリー
ブ１０６は、ドーム１５２の上にスリーブ１０６を位置調節し、その上に下向きにスリー
ブ１０６を下げることによって、ベース１０２上に配置される。ドーム１５２は、スリー
ブ１０６の下側開口部２４０に収容される。スリーブ１０６が、ドーム１５２の方に向か
って下方に移動すると、スリーブ１０６は、シュラウド１５０とドーム１５２との間に配
置される凹部１６２と相互に作用する。いったん配置されると、スリーブ１０６は、その
少なくとも一部の上にドーム１５２の側壁１５８と接触する。スリーブ１０６は、ディス
ペンサ１００に均一な外観を促進するために、ドーム１５２と同様の形状で提供されても
よい。また、スリーブ１０６は、スリーブ１０６が、凹部１６２内に挿入されることが可
能であり、同時に、本明細書に記載の噴霧機構と一致する十分な剛性の特性を有すること
が可能である限り、異なる形状で提供されてもよい。
【０１４７】
　図示の実施形態では、ディスペンサ１００のベース１０２は、組み立て中に、利用者に
視覚的な手がかりを提供する特定の形状を付与されている。特に、スリーブ１０６は、ベ
ース１０２と、特に、シュラウド１５０とドーム１５２との間に配置された凹部１６２と
同様の形状を含んでいる。この向きは、ディスペンサの適切な動作を保証するのに役立ち
、ディスペンサ１００に適切でないスリーブ１０６の使用、または、ディスペンサ１００
が不適切な方法で動作するようなスリーブ１０６の使用が起こらないようにする。
【０１４８】
　ディスペンサ１００の構成要素が組み立てられた後、ディスペンサ１００は、ドーム１
５２の上端、すなわち、アクチュエータノズル１６６およびステムソケット２１８が、容
器１０４の遠位端部（例えばバルブステム２１２の遠位端２１６）と物理的に連通し、突
出部１７０が部材１２４の開口部１２８内に配置されるような休止状態になる。図１及び
図２に描かれるように、休止状態では、下側ハウジング１０８の下端は、開口１６８から
延び、支持面（図示せず）に隣接して保持される。容器１０４は、アクチュエータノズル
１６６に対して力を発揮するバルブステム２１２との相互作用を介して、ベース１０２内
のさらに内側に移動することが防止され、それ自体が、ドーム１５２上に隆起した円形面
１８１と相互に作用する。このようにして、上側ハウジング１１０の重量は、アクチュエ
ータノズル１６６上に支えられ、バルブアセンブリ（図示せず）内に含まれるばね（図示
せず）は、下側ハウジング１０８上の上側ハウジング１１０を支持する。
【０１４９】
　上側ハウジング１１０上（例えば、シュラウド１５０又はドーム１５２）に下向きの力
成分を行使すると、軸方向の下方、すなわち、上側ハウジング１１０に関連して長手方向
軸Ｃ（図２参照）に平行な方向に、同じ動きをし、それによって、バルブステム２１２の
圧縮とエアゾール容器１０４の内容物の放出が起きる。上側ハウジング１１０のいずれか
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の部分が軸方向に押されてもよいが、作動中に、利用者の手を遮るドーム１５２上に配置
されるスリーブ１０６が原因で、利用者がシュラウド１５０を掴むことが、より便利にな
ってもよいことが考えられる。
【０１５０】
　手動による作動後、上側ハウジング１１０は、容器１０４のバルブアセンブリ内に配置
されるばねによる下向きの力の解放時に、元の位置に戻る。ハウジングの重量を支持し、
作動前の同じ位置に戻るのための追加的な手段は、当技術分野で公知の方法で想定される
。
【０１５１】
　本実施形態でディスペンサ１００を作動させることの利点は、利用者がアクチュエータ
ノズル１６６に自分の手を置く必要がないように、組成物へ直接的に触れることを最小限
に抑えながら、利用者が、容器１０４から組成物を放出することができることである。そ
れに加えて、比較的背の高いスリーブ１０６の組み合わせは、組成物を少なくとも部分的
に垂直方向に向けることだけでなく、身近な環境の中に直接放出される組成物の量を制限
することによって、組成物の放出時に利用者に直接的に触れることを最小限に抑える。
【０１５２】
　手動による作動後、エアゾール組成物は、容器１０４から放出され、遠位端部２１６に
おいて、バルブステム２１２から出る。エアゾール組成物は、アクチュエータノズル１６
６のチャンバー１９２内に放出され、吹出口１９０ａ乃至１９０ｄを通って定量出される
。図２０に示すように、エアゾール組成物が、吹出口１９０ａ乃至１９０ｄから出るとき
、エアゾール組成物は、スリーブ１０６の内表面２３２のたわみに起因して、例えば、一
次ベクトル３０２、二次ベクトル３０４、三次ベクトル３０６となる噴霧の形状を有する
、一つ以上のストリーム（流れ）３００に分散する。実際、任意の数のたわみが発生する
ことがある。
【０１５３】
　ストリーム３００はアクチュエータノズル１６６内に存在する吹出口１９０の数に応じ
て分割される。図２１に示される実施形態では、４つのストリーム３００ａ、３００ｂ、
３００ｃ及び３００ｄは、それぞれ、吹出口１９０ａ乃至１９０ｄから提供される。スト
リーム３００ａ乃至３００ｄは、一般的には、それぞれの辺部２４４ａ乃至２４４ｄの内
表面２３２に向けられる。特に、ストリーム３００ａ乃至３００ｄは、内壁２３２に提供
される組成物の量とプルームに放出される組成物の量を保つ特定の接触角で、アクチュエ
ータノズル１６６から出る。
【０１５４】
　流れ３００ａ乃至３００ｄの中に存在する活性剤とスリーブ材料との間の接触角（例え
ば、入射角度）は、部分的には、その濡れ性を決定する。接触角は、活性剤の広がりと活
性剤の与えられた量の濡れ領域の大きさを制御する。接触角が小さい（例えば、約３０度
未満）の場合、液体は、スリーブ材料全体にわたって比較的小さな広がりを持ち、吸収性
材料から構成される場合に、スリーブの壁にまっすぐに入るか通過するが、これに対し、
より高い接触角（例えば、約７０度以上）では、液体は、より球形状で残り、水滴などの
玉を形成し、および／または、直接スリーブ１０６から出る。接触角は、好ましくは、容
器、基部、ベース、または導管のうちの１つ以上と長手方向軸に対して測定される。例え
ば、本実施形態では、接触角は、導管の軸線Ｃに対して測定されてもよい。
【０１５５】
　したがって、流れ３００ａ乃至３００ｄとスリーブ１０６との間の接触角は、約３０度
から約８０度の間、または、約３０度から約７０度の間に設けてもよい。他の実施形態で
は、接触角は、少なくとも約４０度である。別の実施形態では、接触角は、約４５度から
約８５度の間である。さらなる実施形態では、接触角は、約５０度から約９０度の間であ
る。さらなる実施形態では、接触角は、約５５度から約６６度の間である。特定の一実施
形態では、接触角は、約３０度である。別の実施形態では、接触角は、約４０度である。
別の実施形態では、接触角は、約５０度である。さらなる実施形態では、接触角は、約６
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０度である。さらに別の実施形態では、接触角は約６０度である。さらなる実施形態では
、接触角は、約３０度以上で約８０度以下である。
【０１５６】
　以下に詳細に説明するように、作動時に、流体のストリーム３００ａ乃至３００ｄの一
つ以上は、アクチュエータノズル１６６から外に出て、スリーブ１０６を規定するチャネ
ル２４２に入る。アクチュエータノズル１６６から定量出された組成物の流れは、様々な
ディスペンサの性質に応じて、異なる機能を提供する。例えば、１つ以上のストリームが
、即時の能動的な拡散を提供するために、外部環境へスリーブ１０６を直接通ってもよい
ことが考えられる。一実施形態では、スリーブ１０６の壁を介して直接通過する組成物の
量は、組成物の大部分がスリーブ１０６内（例えば、スリーブ１０６の内壁２３２内また
はその上またはプルーム）内に保持されるように最小化される。別の実施形態では、スリ
ーブ１０６の壁を介して直接通過する組成物の量は、組成物のより大きな初期「噴出（バ
ースト）」を提供するために増加させてもよい。
【０１５７】
　１つ以上のストリームは、スリーブ１０６の内面２３２に接触し、少なくとも部分的に
それによって吸収される。内表面２３２に接触する流れは、濡れ点を形成し、スリーブ１
０６に吸収された組成物は、部分的に能動的に放出されるが、吸収された組成物の大部分
は、受動的に、最初の作動後の期間のために放出される。
【０１５８】
　さらに、１つ以上の流れは、またプルームを形成してもよく、プルームの少なくとも一
部は、スリーブ１０６に保持され、プルームの少なくとも一部は、スリーブ１０６の上部
開口部２３８を通って出ていく。他の実施形態では、プルームは、スリーブ、導管及び基
部の出口、出口開口部／出口、吐出口／開口部、上端部、出口などを介してスリーブ１０
６を出るものとして特徴づけられてもよい。プルームは、手動作動時に初期の能動的な噴
出を提供し、その形成後に短時間で能動的に発散し続ける。
【０１５９】
　より具体的には、図２２を特に参照すると、放出時に、エアゾール組成物の小粒子で形
成されたストリーム３００ａ乃至３００ｄの第１の量３０８ａ乃至３０８ｄは、周辺の環
境への即時の効果を生み出すために、辺部２４４ａ乃至２４４ｄを通って、直接、スリー
ブ１０６を通って出てもよい。この実施形態では、スリーブ１０６を介して直接出ていく
組成物のかなりの量は、他の実施形態と比較して、組成物のより大きな（例えば、能動型
）噴出を提供し、特定の用途で望ましいものであってもよい。
【０１６０】
　図２１及び２２に示すように、ストリーム３００ａ乃至３００ｄの第２の量３１０ａ乃
至３１０ｄは、各辺部２４４ａ乃至２４４ｄのスリーブ１０６の内表面２３２に付着され
、直ちに、及び／または、時間の経過後に、スリーブ１０６を透過してもよい。ストリー
ム３００ａ乃至３００ｄが、スリーブ１０６に接触するとき、スリーブ１０６の材料は、
濡れて、スリーブ１０６の乾燥部分と視覚的な対称性を提供する。噴霧後、一つ以上の点
３１０（３１０ａ、３１０ｂと、３１０ｃ及び３１０ｄのように個別に示される）が、濡
れ領域を含む一つ以上の辺部２４４ａ乃至２４４ｄ上に提供される。
【０１６１】
　図２３に示すように、ストリーム３００ａ乃至３００ｄの第３の量３１２は、内表面２
３２からストリーム３００ａ乃至３００ｄのたわみによって作られる。ストリーム３００
ａ乃至３００ｄの一部は、内部組成物３１４ａおよび外部組成物を有するプルーム３１４
を形成するために結合する。具体的には、プルーム３１４ａの部分は、スリーブ１０６内
に留まり、プルーム３１４ｂの部分は、その上部開口２３８を通って出る。
【０１６２】
　このように、ディスペンサ１００は、スリーブ１０６との相互作用に起因して、異なる
放射率を有する複数のエアゾール組成物を作り出す。ディスペンサの手動による作動時に
、一つ以上のストリーム量３０８ａ乃至３０８ｄ、３１０ａ乃至３１０ｄ及び３１２ａ乃
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至３１２ｄは、能動的ディスペンシング及び受動的ディスペンシングを提供してもよい。
【０１６３】
　多数のディスペンサ１００のパラメータの選択は、本明細書で議論される利点を実現す
るために、重要であると考えられる。特に、いくつかの重要な要因は、点３１０ａ乃至３
１０ｄの形成と、それによって作成された受動的発散、プルーム３１４の形成及びそれに
よって生成された能動的な拡散に影響を与えるものである。また、作動前及び作動中の組
成物の特性もまた重要である。
【０１６４】
　まず、点３１０の形成に関して、スリーブ１０６上の濡れ領域の見ることが可能な存在
は、利用者に対し、活性剤がスリーブ１０６上に存在し、その後に放出されることを示す
。濡れ領域は、活性剤よりもむしろスリーブ１０６に接触するキャリア溶媒の結果として
作り出される。いくつかの例では、濡れ領域のサイズは、相関し、定量出された流動性の
媒体の量や印象を与えると考えられる。例えば、ディスペンサ１００の２回の作動は、１
回の作動より大きい濡れ領域を提供されてもよい。
【０１６５】
　スリーブ１０６に目に見える変化を提供するために、多数の機構が有用である。例えば
、一例において、組成物は、スリーブ１０６の多孔質材料の空隙を埋める。この例では、
スリーブ１０６の材料は、空隙（ボイド）を有しなければならず、空隙率（ボイド率）は
、組成物を受け入れることができるように十分に大きくなければならず、その材料の上に
付着される組成物の量は、空隙を埋めるのに十分でなければならない。別の例では、組成
物は、スリーブの遮光性を増加させる。この例では、組成物は、組成物と接触したときに
スリーブ１０６の色が変化するように光を吸収する。この場合、組成物は、選択的に、可
視スペクトルの選択を吸収する。
【０１６６】
　濡れ領域が、適切な時間枠内に見えるように、それは迅速に形成する必要がある。形成
時間は、スリーブ１０６の材料のウィッキング特性に依存する。一つの重要な構成要素は
、開放構造を提供するために、スリーブ１０６の材料上に相互接続する孔の存在である。
【０１６７】
　濡れ領域の大きさは、組成物が付着された領域に依存し、それは、アクチュエータノズ
ル１６６の円錐角と表面にわたる堆積物の広がりの関数である。表面拡散は、表面エネル
ギー、及び堆積量（例えば、１回の作動によって、プルームに分布したのとは反対に、付
着した組成物の用量）の関数である。濡れ領域の大きさが、付着された体積と相関してい
ることを保証するために、ディスペンサの性質を調節し、複数の作動がより製剤を付着す
ることを証明することが望ましい。
【０１６８】
　目に見える濡れ領域の形成時間は、スリーブ１０６の材料のウィッキング速度に依存す
る。見ることが可能な濡れ領域の分散は、薄すぎて見ることができない濡れ領域に関連し
、それは、組成物の層が薄すぎて見ることができないように、スリーブ１０６の表面に過
度に広く広がる組成物の結果及び／または、十分な液体を取り除く蒸発に起因する。
【０１６９】
　上記のすべてを考慮して、作動後にスリーブ１０６上に存在するスポット３１０は、次
のパラメータによって特徴付られてもよいと考えられる。
【０１７０】
　スポット３１０は、本明細書に記載の（円錐形）アクチュエータノズル１６６を使用し
て、略楕円形状のスリーブ１０６上に現れる。スポット３１０の最大高さ寸法と最大幅寸
法は、スリーブ１０６の吸収領域を提供する。スポット３１０は、それぞれ、最大高さ寸
法が、約３０ｍｍから約４０ｍｍの間で、特に、約３２ｍｍから約３８ｍｍの間のものを
含む。特定の一実施形態では、各スポット３１０の最大高さ寸法は、約３５ｍｍである。
また、各スポット３１０は、最大幅寸法が、約２０ｍｍから約３０ｍｍまでの間、より具
体的には、約２２ｍｍから約２８ｍｍの間のものを含む。特定の一実施形態では、各スポ
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ット３１０の最大幅寸法は、約２５ｍｍである。
【０１７１】
　いくつかの実施形態では、各スポット３１０の最大高さ寸法は、スリーブ１０６の高さ
の関数として特徴付けられる。例えば、約１７０ｍｍの高さ寸法を有するスリーブ１０６
を使用すると、各スポット３１０の最大高さ寸法は、スリーブ１０６の約１／５の高さで
ある。
【０１７２】
　スポット３１０は、選択された期間の後に決定されるように、平均面積パラメータによ
って定義される。具体的には、スポット３１０は、１０秒後に、約２ｃｍ２から約１４ｃ
ｍ２の間の面積があり、より具体的には、約６ｃｍ２から約１０ｃｍ２の間の面積がある
。特定の一実施形態では、スポット３１０は、１０秒後に、約８ｃｍ２の面積を有するこ
とを特徴とする。
【０１７３】
　また、スポット３１０の吸収特性と拡散特性は、作動後に、スポット３１０が視覚的に
最も顕著に現れるのにかかる時間に応じて、定義されてもよいことが考えられる。具体的
には、スポット３１０は、約１００秒から約１４０秒の間の期間の後に最も顕著であり、
より具体的には、約１０５秒から約１３５秒の間である。特定の一実施形態では、スポッ
ト３１０は、約１２０秒の時間後に最も顕著である。
【０１７４】
　スポット３１０は、また、スポットがスリーブ１０６上に見えるようになる時間の長さ
を通じて、吸収特性および拡散特性によって特徴づけられてもよい。より具体的には、ス
ポット３１０は、作動後の時間の離散量の間見ることが可能である。特に、一実施形態で
は、スポット３１０の少なくともいくつかは、作動後０.１秒から約４２０秒の間の時間
、見ることが可能である。別の実施形態では、スポット３１０は、作動後０.１秒から約
３６０秒の間の時間、見ることが可能である。さらなる実施形態では、スポット３１０は
、作動後０.１秒から約３００秒の間の時間、見ることが可能である。
【０１７５】
　スリーブ１０６の最大吸収容量は、点（スポット）３１０の形成に影響し、スリーブが
完全に溶媒に浸されるときに、スリーブの質量の変化を測定することによって決定される
。スリーブのサンプルの質量の変化は、その後、材料の表面積（すなわち、最大吸収容量
）当たりの吸収最大解を計算するために使用されてもよい。スリーブ１０６の一実施形態
では、約４０８ｍｍ２のサンプル領域により規定され、溶媒の約５８ｍｇを吸収し、その
結果、約０.１４ｍｇ／ｍｍ２の表面積当たりの吸収溶媒質量となることが考えられる。
別の実施形態において、スリーブ１０６は、約４１８ｍｍ２のサンプル領域によって規定
され、溶媒の約５５ｍｇを吸収し、その結果、約０.１３ｍｇ／ｍｍ２の表面積当たりの
吸収溶媒質量となる。さらなる実施形態において、スリーブ１０６は、約４２５ｍｍ２の
サンプル領域により規定される、溶媒の約７２ｍｇを吸収し、その結果、約０.１７ｍｇ
／ｍｍ２の表面積当たりの吸収溶媒質量となる。
【０１７６】
　したがって、本明細書に記載の他のパラメータに加えて、以下の特性を有するスリーブ
材料は、本明細書に記載のディスペンサ１００と関連して有用である。スリーブ材料は、
好ましくは、少なくとも約０.１ｍｇ／ｍｍ２の表面積基準当たりで、溶媒を吸収する能
力がある。別の実施形態では、スリーブ材料は、少なくとも約０.１２ｍｇ／ｍｍ２の表
面積基準当たりで、溶媒を吸収する能力がある。別の実施形態では、スリーブ材料は、少
なくとも約０.１３ｍｇ／ｍｍ２の表面積基準当たりで、溶媒を吸収する能力がある。さ
らなる実施形態では、スリーブ材料は、好ましくは、少なくとも約０.１４ｍｇ／ｍｍ２

の表面積基準当たりで、溶媒を吸収する能力がある。さらに、スリーブ１０６上で溶媒を
吸収しすぎると、視覚指標を生成するのに有効であるために望ましい、または必要なもの
より小さいプルームとなる。一実施形態では、スリーブ材料は、好ましくは、約０.２ｍ
ｇ／ｍｍ２を超える量で、表面積基準当たりで、溶媒を吸収しない。
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【０１７７】
　スリーブ１０６の材料は、それに関連付けられた１つ以上のウィッキング特性に応じて
特徴づけられてもよい。具体的には、スリーブ１０６の一実施形態は、約１００ｍｍの吸
収高さ、約３１２２ｍｍ２の表面積、約２０１ｍｇの吸収された溶媒の量、約１８秒の吸
収が完了するまでの時間、約０.０６５ｍｇ／ｍｍ２の表面積当たりの吸収量、及び約０.
０９ｍｍ／ｓのウィッキング速度を有する。別の実施形態において、スリーブ１０６は、
約１０１ｍｍの吸収高さ、約２９３９ｍｍ２の表面積、約１９２ｍｇの吸収された溶媒の
量、約１４秒の吸収が完了するまでの時間、約０.０６５ｍｇ／ｍｍ２の表面積当たりの
吸収量、及び約０.１ｍｍ／ｓのウィッキング速度を有する。さらなる実施形態において
、スリーブ１０６は、約１０１ｍｍの吸収高さ、約３０７３ｍｍ２の表面積、約１６６ｍ
ｇの吸収された溶媒の量、約２０秒の吸収が完了するまでの時間、約０.０５ｍｇ／ｍｍ
２の表面積当たりの吸収量、及び約０.０８ｍｍ／ｓのウィッキング速度を有する。
【０１７８】
　したがって、以下の特性を有するスリーブ材料は、本明細書に記載のディスペンサ１０
０と関連して有用である。スリーブ材料は、少なくとも約０.０６ｍｍ／ｓのウィッキン
グ速度を有する。別の実施形態では、スリーブ材料は、少なくとも約０.０７ｍｍ／ｓの
ウィッキング速度を有する。さらなる実施形態では、スリーブ材料は、少なくとも約０.
０８ｍｍ／ｓのウィッキング速度を有する。別の実施形態では、スリーブ材料は、少なく
とも約０.０９ｍｍ／ｓのウィッキング速度を有する。特定の一実施形態では、スリーブ
材料は、約０.０６ｍｍ／sから約０.１ｍｍ／ｓの間のウィッキング速度を有する。
【０１７９】
　種々の要因が、プルーム３１４の形成及び分散に影響を与える。したがって、多くのパ
ラメータが、作動後直ちにスリーブ１０６上に見えるプルームを提供するために重要であ
る。考慮すべき要因の一つは、プルーム中に分散される製剤の体積であり、それは、定量
出された製剤の量と空気中に液滴として分散したのとは反対にスリーブ１０６に配置され
た相対的割合の関数であり、それは、順番に、アクチュエータノズル１６６から出る噴霧
速度に関連している。考慮すべきもう一つの要因は、液滴のプルームの密度である。プル
ームの密度は、アクチュエータノズル１６６からエアゾール化された液滴の分布、経時的
なエアゾール組成物の分散、およびエアゾール組成物を構成する液滴の蒸発速度の関数で
ある。
【０１８０】
　考慮すべき付加的な要因は、液滴のプルームの寿命である。プルームの寿命は、経時的
なエアゾール組成物の分散、液滴が重力下で沈むか速さの程度に影響する液滴粒度分布に
加えて、エアゾール組成物を構成する液滴の蒸発速度、の関数である。考慮すべきもう一
つの要因は、液滴のプルームの特定の場所を含む。特定の位置は、プルームの移動距離、
スリーブ１０６内でプルームを制約することの濃度効果に関連する。さらなる要因は、個
々の液滴の視認性であり、それは、液滴サイズと光を散乱させる能力の関数である。
【０１８１】
　したがって、効果的なプルームは、以下でより詳細に説明するように、視覚指標を提供
するために、本明細書に記載の１つまたは複数の特性を含むべきである。１つの重要な特
徴は、プルームは、直接検出されることができるか、または、集団としてそれらが見える
ように霧に類似の方法で散乱して光に影響を与えることができる大きさの、十分な数の液
滴又は粒子を含むことである。十分に見ることが可能なプルームの部分は、見えるように
スリーブ１０６の外に十分に高くまで上昇する必要があり、また、ディスペンサ１００の
活性化の視覚的確認を与えるために、適当な時間、そこにとどまる必要がある。したがっ
て、以下の特徴を有するプルームは、上記の基準を満たすことが示されている。
【０１８２】
　プルーム内の粒度分布は、（液滴が個々に観察されるならば）、一般的に約５０ミクロ
ンを超える小滴または粒子サイズを必要とする霧またはミストに近づくことが必要である
と理論づけられた。いくつかの例において、液滴サイズは約４０ミクロンより大きくても
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よい。他の例において、液滴サイズは約６０ミクロンより大きくてもよい。他の例におい
て、液滴サイズは約７０ミクロンより大きくてもよい。他の例において、液滴サイズは約
８０ミクロンより大きくてもよい。いくつかの例において、液滴サイズは約５０ミクロン
よりも大きい。
【０１８３】
　驚くべきことに、液体の特性は、プルームの粒度分布に影響を与えるものの、液滴は、
液体の構成に関わりなく、それらが適切な大きさの範囲、すなわち、数ミクロンから数十
ミクロン、であることを条件で、光を散乱するので、エアゾール組成物の構成は、プルー
ム内の粒度分布に影響を与えないことが分かっている。
【０１８４】
　プルームを観察することができるように、プルームが周囲の空気と十分に大きな視覚的
なコントラストを持つためには、プルームは、減少した透明性の原因となり、目に見える
ようになる、少なくとも８００ｄｒｏｐｓ／ｃｍ３の体積（液滴の０.００１３ｇ／ｍ３

で水濃度を想定）を有するべきである。他の実施形態では、プルームは、少なくとも約７
００ｄｒｏｐｓ／ｃｍ３の体積を有していてもよい。特定の一実施形態では、プルームは
、約８２０ｄｒｏｐｓ／ｃｍ３の体積を有する。別の実施形態では、プルームは、約８０
０ｄｒｏｐｓ／ｃｍ３の体積を有する。別の実施形態では、プルームは、約８１０ｄｒｏ
ｐｓ／ｃｍ３の体積を有する。更なる実施態様では、プルームは、約８４０ｄｒｏｐｓ／
ｃｍ３の体積を有する。さらに別の実施形態では、プルームは、約８５０ｄｒｏｐｓ／ｃ
ｍ３の体積を有する。
【０１８５】
　本明細書で説明する様々なパラメータを使用して、スリーブによって囲まれた空気層内
の液滴密度は、単分散液滴の均一な分布を仮定して、推定されることができる。推定液滴
密度を計算するために、多数の仮定が使用された。特に、いったん流動性の媒体が容器か
ら放出されると、スリーブ材料上に付着されない流動性の媒体の一部は、スリーブ体積内
に液滴を形成すると仮定した。また、アクチュエータノズル上の体積のみが液滴で満たさ
れること、および液滴がまだスリーブによって画定される容積を残していないことを仮定
した。さらに、液滴が均一にシェード領域を満たし、全ての液滴が、７０ｍｍの高さ（２
０ミクロンとして近似）で、０．５１ｍｍのアクチュエータノズルのために測定された媒
体の液滴の大きさであると仮定されていると仮定した。また、全ての液滴が、Ｉｓｏｐａ
ｒ　Ｌ（アイソパーＬ）で形成されているものとし、空気層内に放出された流動性の媒体
の重量の２０％は、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌであると仮定される。Ｉｓｏｐａｒ　Ｌの密度は、
７６７ｋｇ／ｍ３または７６７ｍｇ／ｃｍ３であると解される。さらに、スリーブの側面
は、平らな長方形の形状であり、スリーブによって囲まれた空気層の頂部および底部は、
二次形状のものであり、空気層内に定量出された流体で、シェードによって捕捉されない
流体の量は、１００ｍｇである。
【０１８６】
　スリーブによって囲まれた空気層は、スリーブ部の幅を５６ｍｍとして用い、シェード
部の合計の高さを１７２ｍｍとして用い、アクチュエータノズル（衝突点ではない）の高
さを約１３０ｍｍとして用い、囲まれた空気層の体積を４０７.６８ｃｍ３として用いて
、推定される。空気層内の液滴の数は、２０ｍｇのＩｓｏｐａｒ　Ｌが、２０ミクロンの
直径の液滴を形成し、２０ミクロンの直径の小滴が、４.１９×１０-６ｍｍ３の体積を有
することを仮定することにより推定された。また、各液滴は、３.２１×１０-６ｍｇの重
さであると仮定された。２０ｍｇのＩｓｏｐａｒ　Ｌから形成されると推定される液滴の
総数は、６.２３×１０６に近づく。したがって、囲まれた空気層における液滴密度は、
この液滴の数をスリーブによって囲まれた空気層で割ることによって推定された。この場
合、推定された液滴密度は、１５０００ｄｒｏｐｓ／ｃｍ２であった。さらに、１ｃｍ３

の体積で１００％飽和となる２０ミクロンの液滴数は、１.２５億として算出された。し
たがって、シェードによって囲まれた空気容積内の飽和レベルは、０.０１２％であると
推定される。
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【０１８７】
　本明細書中の特徴を有するプルームを形成するために、十分な量の組成物が必要とされ
る。特に、一実施形態では、少なくとも約１００ｍｇの液体組成物が、プルームを形成す
る。別の実施形態では、約７５ｍｇから約１２５ｍｇの間の液体組成物が、プルームを形
成する。さらなる実施形態では、約９０ｍｇから約１１０ｍｇの間の液体組成物が、プル
ームを形成する。特定の一実施形態において、約１００ｍｇの液体が、プルームを形成す
る。
【０１８８】
　また、プルームを形成するために利用可能な液体の量は、噴霧速度によって部分的に決
定される。噴霧がアクチュエータノズル１６６を離れ、その後にスリーブ１０６に衝突す
る速度は、経時的に放出されるスリーブ１０６上に付着された液体と直接の作動を示すス
リーブ１０６上にのプルームを形成する液体との間のバランスを決定する。スリーブ１０
６に衝突する液滴の量は、液滴の粒度分布とその速度によって決定される。ガス流が、ス
リーブ１０６によって反らされているように、より大きな液滴は、より大きな運動量を有
し、より大きな液滴は、その軌道を継続し、スリーブ１０６に衝突する。より小さな液滴
は、より低い運動量を有し、その流れとともに運ばれる。ガス流の速度は、スリーブ１０
６にぶつかるのに十分な運動量を持つ液滴と、ガスによって運ばれ続ける液滴との間の境
界を変更する。ガス流が遅ければ遅いほど、エアゾール化したままの割合もより大きくな
る。
【０１８９】
　液滴がスリーブ１０６に衝突するときの液滴とスリーブ１０６との間の相互作用は、液
滴の運動エネルギーと液滴の表面張力との間のバランスに影響される。液滴がスリーブ１
０６に衝突するの前に、それは主に運動エネルギーを含む。液滴がスリーブ１０６に衝突
するとき、それは変形し、その表面エネルギーは、増大する。液滴がスリーブ１０６上に
残っているか、または跳ね返っているかどうかは、運動エネルギーと表面エネルギーのバ
ランスに依存する。適度な初期エネルギーでは、液滴材料とスリーブ１０６の材料によっ
て影響されて、液滴は、スリーブ１０６に跳ね返る可能性がある。大きな初期エネルギー
では、液滴は、衝突時に広がる可能性がある。
【０１９０】
　アクチュエータノズル１６６を出て、スリーブ１０６に向かって移動するような液滴の
方向は、スリーブ１０６に衝突する液滴の角度を決定する。しかし、スリーブ材料の表面
エネルギーと表面特性とともに、液滴の運動エネルギーは、一般に、ディスペンサ１００
の実際の固体表面の形状よりもむしろ、液滴がスリーブ１０６から跳ね返るかくっつくか
どうかを決定する。しかし、いくつかの例では、表面形態および固体表面の形状は、液滴
が付着されるか、スリーブ１０６から跳ね返るかどうかに関連し得る。
【０１９１】
　プルームが利用者に見えるようにするためには、スリーブの高さより上に見えるように
する必要がある。したがって、プルームは、液滴が空気摩擦や重力により止められ、ディ
スペンサ１００に向かって下降を開始する前に、それがスリーブの高さよりも大きな高さ
に到達することを可能にする速度で移動する。１０ミクロンの直径を有する液滴は、約１
ｃｍ／ｓの速度で落下し、約５０ミクロンの直径を有する液滴は、約２６ｃｍ／ｓの速度
で落下する。一実施形態では、流動性の媒体は、約４ｍ／ｓから約１０ｍ／ｓの間の速度
で、基部２３０の上端部を出るプルームを形成する。別の実施形態では、プルームの一部
が、基部の上端よりも１００ｍｍ上方に延びている。さらなる実施形態では、プルームは
、基部の上端よりも１００ｍｍ上方で少なくとも０.１０ｍ／ｓの速度を有する。
【０１９２】
　プルームは、利用者が、広範囲の角度で、スリーブ上に見えるであろう。スリーブ内で
は、プルームは、スリーブに下向きに見る利用者にとってのみ見ることができるであろう
。
【０１９３】
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　液滴が目に見えるプルームを形成するためには、液滴が目に見える効果を引き起こすの
に十分に濃い間、光を散乱し続けるように、液滴からの蒸発速度が十分に低いことも有用
である。蒸発は、材料の揮発性、場所の温度、並びに液滴の表面積の関数である。
【０１９４】
　ディスペンサ１００によって生成され、その中に配置されたプルームは、プルームがス
リーブ１０６内またはスリーブ１０６の上で見ることができるままの時間である滞空時間
によって特徴づけられてもよい。滞空時間は、活性剤が、定量出され、スリーブ基板の上
に吸収されるか、大気中に出される、利用者にとっての重要な視覚的な合図である。プル
ームを形成するために、ベースは、基部２３０を通って流動性の媒体を吐出するための機
構として機能する。一方で、基部２３０及び／またはチャネル２４２を通っての流動性の
媒体の吐出は、流動性の媒体の見ることが可能なプルームという結果になる。
【０１９５】
　形成後、少なくともプルームの一部は、スリーブ１０６がベース１０２に利用されてい
ると仮定して、スリーブ１０６によって規定されるチャネル２４２内に存在する。一実施
形態では、少なくともプルームの一部は、チャネル２４２の外に移動し、基部の境界を越
えてみることができる。境界は、上方の境界、下方の境界、側面境界、または、スリーブ
１０６（例えば、出口開口部２３８）の開口面によって形成された仮想的な境界があって
もよい。一実施形態では、プルームは、少なくとも１秒間、基部の境界の上で見ることが
できてもよい。別の実施形態では、プルームは、１秒から２秒の間、基部の境界の上で見
ることができてもよい。さらなる実施形態では、プルームは、少なくとも３秒間、基部の
境界の上で見ることができてもよい。特定の一実施形態では、流動性の媒体のプルームは
、出口開口部２３８によって形成された境界の上で見ることができてもよい。さらなる実
施形態では、基部２３０は、流動性の媒体が少なくとも３秒間、プルームとして、見るこ
とができるチャネルを有するシェードを含む。
【０１９６】
　スリーブなしのディスペンサは、典型的には、１秒未満、そして、常に３秒未満、持続
する即時のエアゾール化スプレーを有している。スリーブ１０６内にプルーム体積を含む
ことにより、プルームが１秒以上見ることができるままとなる。好ましくは、プルームは
、１秒以上、見ることができるままであり、好ましい実施形態では、プルームは、少なく
とも３秒間見ることができる。別の実施形態では、プルームは、少なくとも８秒間見るこ
とができる。好ましい一実施形態では、プルームは、種々の要因に応じて約８秒から約１
６秒まで、見えることができるままである。注目すべきことに、プルームの滞空時間は、
アクチュエータノズル１６６および／または流動性の媒体の吐出量で使用される吹出口１
９０の数に応じて異なる。
【０１９７】
　したがって、ディスペンサ１００によって生成されたプルームは、ディスペンサ１００
内で、約３秒から約６０秒の間、より好ましくは、約５秒から約３０秒の間、さらに好ま
しくは、約８秒から約１６秒の間の滞空時間によって特徴づけられる。特定の一実施形態
では、プルームの滞空時間は、６つの吹出口１９０を有するアクチュエータノズル１６６
を持つディスペンサ１００を使用して、約１４秒間である。３秒以上のプルームの滞空時
間を有する、１つまたは複数の吹出口を有するノズルを用いて生成されるプルームも考え
られる。
【０１９８】
　６つの吹出口１９０を有するアクチュエータノズル１６６によって生成されるプルーム
の追加の驚くべき特徴は、４つの吹出口１９０を有するアクチュエータノズル１６６によ
って生成されたプルームの形状とは異なるプルームの形状である。特に、４つ吹出口のア
クチュエータノズルを用いるプルームの形状は、一般に、雲煙またはふわっとふくれたも
の（パフ）として特徴付けられる。対照的に、６つの吹出口のアクチュエータノズルを用
いるプルームの形状は、渦として特徴付けられる。一実施形態では、渦のプルームは、時
計回りの螺旋形状で、スリーブ１０６を通って、スリーブ１０６の外に移動する。さらに
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、６つの吹出口のアクチュエータノズルの渦のプルームは、４つの吹出口のアクチュエー
タノズルのプルームの２倍の長さよりもちょうど下の間、見ることができる。
【０１９９】
　プルームの関連特性が、持続時間である。持続時間は、利用者にとって、活性剤が定量
出されたことの重要な視覚的な合図である。スリーブ内でプルームの体積を含むことによ
り、プルームは、約１秒から約２秒の間、スリーブ上で、観察可能である。一実施形態で
は、４つの吹出口のアクチュエータノズルは、約１.６秒から約２.４秒の間のプルーム持
続時間によって特徴付けられる。別の実施形態では、４つの吹出口のアクチュエータノズ
ルは、約１.８秒から約２.２秒の間のプルーム持続時間によって特徴付けられる。さらな
る実施形態では、４つの吹出口のアクチュエータノズルは、約２秒のプルーム持続時間に
よって特徴付けられる。一実施形態では、６つの吹出口のアクチュエータノズルは、約１
秒から約１.４秒の間のプルーム持続時間によって特徴付けられる。さらなる実施形態で
は、６つの吹出口のアクチュエータノズルは、約１.２秒のプルーム持続時間によって特
徴付けられる。
【０２００】
　ディスペンサ１００及び関連する構成要素の別の特徴は、能動的な拡散のために大気中
に放出される組成物の量と比較して、受動的な拡散のためにスリーブ１０６に吸収される
組成物の量を含む。一実施形態では、スリーブ１０６に吸収される組成物の量は、約０.
０５グラムから約０.４ｇの間である。別の実施形態では、スリーブ内に吸収された組成
物の量は、約０.１ｇから約０.３ｇの間である。さらなる実施形態では、スリーブ内に吸
収された組成物の量は、約０.１ｇから約０.２ｇの間である。別の実施形態では、スリー
ブ内に吸収された組成物の量は、少なくとも約０.１ｇで、約０.５ｇ以下である。
【０２０１】
　一実施形態では、大気中に放出される組成物の量は、約０.２ｇから約２ｇの間である
。別の実施形態では、大気中に放出される組成物の量は、約０.２ｇから約１ｇの間であ
る。さらなる実施形態では、大気中に放出される組成物の量は、約０.２ｇから約０.８ｇ
の間である。別の実施形態では、大気中に放出される組成物の量は、少なくとも約０.２
ｇで、約１ｇ以下である。
【０２０２】
　したがって、大気中に放出される組成物の量と比較して、スリーブ内に吸収される組成
物の量の比は、約１対約１である。別の実施形態では、大気中に放出される組成物の量と
比較して、スリーブ内に吸収される組成物の量の比は、約１対約４である。いくつかの実
施形態では、大気中に放出される組成物の量と比較して、スリーブ内に吸収される組成物
の量の比は、約１対約６である。さらなる実施形態では、大気中に放出される組成物の量
と比較して、スリーブ内に吸収される組成物の量の比は、、約１対約８である。異なる実
施形態では、大気中に放出される組成物の量と比較して、スリーブ内に吸収される組成物
の量の比は、約４対約１である。さらに、その比は、スリーブ１０６が、追加的な作動サ
イクルを経て再利用されると、低下する。
【０２０３】
　相互に関連する多くの要因は、スリーブ１０６の材料、適用される任意の表面処理、ア
クチュエータノズル１６６の設計、アクチュエータ１６６ノズルによって放出される噴霧
パターン、噴霧の位置、投与量、活性物質の濃度、エアゾール容器１０４の選択およびエ
アゾール組成物を含む、ディスペンサ１００の性能に寄与する。
【０２０４】
　作動中および後に、複数の指標は、初期手動操作が成功し、流動性の媒体が継続的に有
効であるかどうかを利用者が決定できるようなディスペンサ１００のさまざまな機能を介
して、提供される。指標の一つまたは複数は、視覚指標及び可聴指標の形で提供される。
視覚指標は、少なくとも３つの特定の形態で提供される。
【０２０５】
　第１の視覚指標は、本明細書で前述したスリーブ１０６として使用するために選択され
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た材料の形態で提供される。スリーブ１０６の材料は、スリーブ１０６は、透過性であり
、エアゾール組成物は、少なくとも部分的にその中に吸収され、その後、受動的に、そこ
から放出されることの即時の合図を利用者に提供する。
【０２０６】
　活性物質がスリーブ材料から発散することができると信じる利用者ために、材料は、そ
の流体の相互作用特性及び触感特性の両方に１つまたは複数の視覚的合図を提供するべき
である。具体的には、見ることが可能な細孔サイズおよび質感、及び布状の感触を有する
材料は、その材料が布のように振る舞い、液体をそこに吸収させ、そこから発散するであ
ろうことを利用者に示唆している。
【０２０７】
　理論に束縛されないが、ディスペンサ１００のスリーブ１０６からの受動的な放出の効
果に対する利用者の知覚は、ディスペンサの動作方法が話されること、プルームを観察す
ること（詳細は後述する）、スリーブ材料が、ディスペンサ１００の動作を容易にする性
質を有すると思われるものであると知覚することに基づいていると信じられている。した
がって、スリーブ１０６の材料は、同時に、スリーブ１０６を形成するために十分な剛性
を有しながら、発散機能を実行するように流体を吸収する材料の外観を提供する材料を含
むべきである。
【０２０８】
　利用者は、吸収性であるとして見る材料の種類は、織物とその他の繊維とともに、紙や
他の不織布である。したがって、スリーブ材料は、繊維性で、孔を有し、きめを有し、か
つ低密度であるような材料のこれらの種類の視覚的な特性を示すべきである。
【０２０９】
　また、利用者は、材料の視覚的及び触覚的観察から、スリーブ１０６の材料の知覚品質
を評価する可能性がある。例えば、明るく、スリーブ１０６としてそれ自体を支持するこ
とができる材料のために、材料は、材料がベース１０２内に位置しているままであること
ができるであろうという認識を与え、その自重で曲がることを防ぐために、低密度及び十
分な剛性を有するべきである。さらに、材料は、操作中（導入）及び使用中（製剤、蒸発
、製剤の発散によるコーティング）、耐損傷であり、きめと形状を維持するべきである。
【０２１０】
　第２の視覚指標は、見ることが可能なプルームの形態で提供される（図２３参照）。一
実施形態では、第２の視覚指標は、霧状の外観を有していてもよい。この実施形態では、
第２の視覚指標は、少なくとも３秒間見ることができる。別の実施形態では、視覚指標は
、８秒から１６秒の間で見ることができる。別の実施形態では、第２の視覚指標は、雲ま
たは霧の外観を有していてもよい。更なる実施態様では、プルームは、浮遊粒子または複
数の液滴を含む。ディスペンサ１００の活性化は、スリーブ１０６の上および／またはス
リーブ１０６内で、目に見えるプルームがあることによって、利用者にとって直ちに明白
である。
【０２１１】
　多くの例において、利用者は、スリーブ１０６の出口開口部２３８から出るプルームを
観察することができる。いったんプルームがスリーブ１０６を離れると、液滴は、スリー
ブ１０６によって囲まれた容積内に落ちるか、気流によってスリーブ１０６から移動する
。いったんプルームが、もはやスリーブ１０６によって拘束されると、それは、空気混入
を介して成長することができない。プルームは、空気を同伴し、分散されているように、
プルーム中の単位体積当たりの液滴または粒子の濃度は、それがもはや視覚的に利用者に
よって知覚されなくなるまで、プルームの可視性を低減する。いくつかの例では、利用者
は、良好な視野角に起因して、スリーブ１０６内にプルームを観察できる可能性がある。
【０２１２】
　第三の視覚指標は、流動性の媒体をスリーブ１０６の上に付着することによって形成さ
れたスリーブ１０６上で見ることができる変色の形態で提供される。一実施形態では、視
覚指標は、表面に隣接する色でコントラストに見える。別の実施形態では、視覚指標は、
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表面に隣接する色よりも色が濃く見える。さらなる実施形態では、第三の視覚指標は、第
２の視覚指標（例えば、プルームが見ることができる時間の長さ）よりも大きい期間、効
き目の視覚指標を提供する。さらなる実施形態では、視覚指標は、吸収性構造体（例えば
、スリーブ、導管、基部等）上の濡れ領域によって作り出される。
【０２１３】
　前述の多くの要因が、利用者は、作動後にスリーブ１０６上の濡れ領域を検出すること
ができるようにするために重要である。具体的には、十分な製剤が、目に見える変化を作
り出すために、スリーブ１０６上に付着されなければならない。また、利用者が濡れ領域
を見るために居合わせるように、濡れ領域は、作動後すぐに見ることが可能でなければな
らず、そして濡れ領域は、利用者がそれを観察する時間を有するように、十分に長い時間
、持続するべきである。さらに、濡れ領域は、スポット３１０の一つまたは複数を見るこ
とが可能であるように十分に大きな表面積を含んでいなければならない。
【０２１４】
　スリーブ１０６の内表面１３２上に付着されたいくつかの量の流動性の媒体は、プルー
ムを含む流動性の媒体とともに、受動的に拡散される。しかし、かなりの量は、スリーブ
１０６上に提供され、その後、受動的に放出される。一実施形態では、ディスペンシング
システムは、内部容積と流動性の媒体を吐出するための機構を有するシェードを含む。シ
ェードへの流動性の媒体の放出は、期間t１の間、見ることができる濡れ点を付与し、こ
の期間t１は、流動性の媒体が、プルームとして大気中に漂っているときに、流動性の媒
体が見ることができる期間t２よりも長い。
【０２１５】
　別の実施形態では、流動性の媒体の吐出流は、チャネルによって規定される基部の表面
上に吐出されてもよく、基部の外部表面は、流動性の媒体の吐出後、約２分、最も視覚的
に色が濃い少なくとも１つの濡れ点が付与される。また、流動性の媒体の少なくとも一つ
の吐出流は、チャネルを規定する表面上に吐出されてもよく、基部の外部表面は、流動性
の媒体の吐出後、１０秒、８ｃｍ２以上の平均サイズを有する濡れ点が付与される。
【０２１６】
　さらなる実施形態では、ディスペンシングシステムは、シェードと、シェードを保持す
るためのベースを含み、流動性の媒体のシェードへの吐出は、ｔ２＜ｔ１として、期間ｔ

１の間であれば、シェードの表面上に、見ることが可能な流動性の媒体の濡れ点となり、
期間ｔ２の間であれば、シェード内に、見ることが可能な流動性の媒体のプルームとなる
。また、ｔ３＜ｔ２として、期間ｔ３の間であれば、見ることが可能な流動性の媒体のプ
ルームは、シェードの外側で、見ることが可能であると考えられる。さらに、シェードは
、ナイロンを含んでもよく、見ることが可能な濡れ点は、実質的に流動性の媒体の吐出後
６分は見えないことも考えられる。
【０２１７】
　視覚および／または可聴指標の多数の組み合わせが提供される。例えば、一実施形態で
は、ディスペンシングシステムは、吸収性基部と、吸収性基部を通して流動性の媒体を吐
出するための機構を備える。流動性の媒体の吐出は、流動性の媒体が吐出されたとの可聴
指標を作り出す。さらに、吸収性構造体を通して流動性の媒体の吐出は、また、浮遊粒子
のプルームの形で、第１の視覚指標を作り、吸収性構造体の濡れ領域の形で、第２の視覚
指標を作り出し、これらは、ディスペンシングシステムの使用中に、利用者に見ることが
できる。流動性の媒体の吐出は、チャネルまたは基部の導管の中を通して、または、その
中にあってもよいことが考えられる。
【０２１８】
　視覚指標に加えて、一つ以上の可聴指標が考えられる。例えば、第１の可聴指標は、利
用者によって、一般的に識別可能な任意の可聴な合図の形態で提供される。一つの可聴指
標は、エアゾールディスペンシングシステムに関連する音「シュッという音（ヒス）」で
ある。他の典型的な可聴指標は、スナップ、ビープ音、ポップ、チャイム、音声、音楽、
効果音が含まれる。一般的には、ディスペンシングおよび／またはディスペンシングの変
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る。一実施形態では、可聴指標は、第２および／または第３の視覚指標の前に提供される
。別の実施形態では、可聴指標は、第２の視覚指標と実質的に同時に提供される。別の実
施形態では、可聴指標は、ディスペンサ１００が受動的に流動性の媒体を発散することを
停止している期間に、提供される。別の実施形態では、可聴指標は、第２および／または
第３の視覚指標の一つが終了したことを利用者に警告する。
【０２１９】
　指標の一つまたは複数は、ディスペンサ１００の能動的で、継続的な受動的拡散を伝達
するために、効果的に組み合わせて使われる。
【実施例】
【０２２０】
　ディスペンシングシステムの多数の非限定的な例が、本明細書に記載の特性を実証する
ために考えられている。より具体的には、試験は、容器に関連した特性の選択、容器内の
組成物、ベース、スリーブが、ディスペンサのディスペンシング（定量出す）能力に与え
る影響を実証するために行われた。多くの変形が、当業者によって認識される本発明の精
神および範囲から逸脱することなく可能であるような実施例は、例示の目的のためだけに
与えられ、本発明を限定するものとして解釈されるべきではない。
【０２２１】
　特に断らない限り、実施例において、全ての濃度は、重量％として列挙されている。以
下の多数の例は、以下の表１に記載されているスリーブに考慮された材料を利用する。特
に断りのない限り、以下の実施例において参照される材料は、表１に列挙される材料であ
る。
 
【表１】

 
【０２２２】
　以下の実施例で使用される組成物は、特に断りのない限り、表２に記載されている組成
物である。いくつかの例で示されるように、エクソンモービルケミカル社製の高純度の流
体イソパラフィン高純度である、１００％のＩｓｏｐａｒ　Ｌが使用されている。
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【表２】

 
【０２２３】
　４つ出口を有するアクチュエータノズルまたは６つの出口を有するアクチュエータノズ
ルのいずれかとのディスペンサを有するシステムを考える。ディスペンサは、作動時に、
プルームを放出する。ナイロン製のスリーブ体積内に封入された定量出された組成物から
霧のプルームの滞空時間は、アクチュエータノズルの両方のタイプのために考えられてい
る。ディスペンサに配置されたスリーブで、ベースが手動で押されたときに、ストップウ
ォッチは開始された。真上から観察して、プルームがもはやはっきりスリーブ内で見るこ
とができなくなったに、時計は、停止された。この試験は、毎回、そのスリーブと、未使
用で新鮮なスリーブとを交換して、さらに２回繰り返された。試験は、６つの出口を有す
るアクチュエータノズルを使用して繰り返された。表３は、各アクチュエータノズルの３
つの試験の結果を示す図である。
【表３】

 
【０２２４】
　前述したように、スリーブのないディスペンサは、１秒未満の間、持続する即時のエア
ゾール化スプレーを有している。スリーブ内に流動性の媒体の吐出を含むことによってプ
ルームは、アクチュエータノズルの吹出口の数に応じて、８秒から最大１６秒まで見るこ
とができるままである。さらに、６つの出口を有するアクチュエータノズルは、プルーム
が持続している間、時計回りの螺旋形状で移動するように見えたプルームを生成したこと
が観察された。６つの出口を有するアクチュエータノズルを用いて生成されたプルームも
、４つの出口を有するアクチュエータノズルを用いて生成されたプルームのちょうど２倍
以下の長さ、続いた。
【０２２５】
　ディスペンサが複数回起動されるときに、ナイロン製のスリーブによって吸収された製
剤の重量と大気中に放出された製剤の重量とを比較するシステムが考えられている。試験
は、活性化後のスリーブと容器の質量の変化を測定することにより行った。この試験は、
ナイロン製のスリーブ上でのみ行われ、別々のスリーブが、各試験で使用された。試験中
に利用された機器は、重量量り±０.００１ｇスリーブサンプル、および１００％のＩｓ
ｏｐａｒ　Ｌを含む製剤を含んでいた。
【０２２６】
　スリーブ、コンテナ、およびベースは、すべて別々に秤量し、結果は記録された。ディ
スペンサは、立て続けに二度、再組立てされ、活性化された（すなわち、作動させられた
）。スリーブは除去され、スリーブの重量が記録された。容器及び基部の重量が測定され
、結果が記録された。ステップは、繰り返され、毎回、繰り返しごとに２回ずつ作動回数
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を増加させた。
【０２２７】
　表４は、活性化前後両方のスリーブと容器の重量を示している。表４は、また、大気中
に放出されたＩｓｏｐａｒ　Ｌの質量対スリーブに吸収されたＩｓｏｐａｒ　Ｌの質量を
示している。
【表４】

  
【０２２８】
　表４の結果は、装置の活性化を１０回まですると、スリーブ上に吸収され、大気中に放
出される量が、線形で増加し、２回の活性化ではスリーブ上に、０.０４６ｇが吸収され
、ディスペンサが１０回活性化されると、スリーブ内に０.３３３ｇ吸収されることを示
す。同様に、２回の噴霧後に放出される噴霧製剤の量は、０.２４２ｇであるが、その装
置が１０回、活性化されるなら、１.０２１８ｇが、周囲の大気中に放出される
【０２２９】
　これらの結果は、ナイロン製のスリーブ材料は、少なくとも１０回の利用者の活性化ま
での活性化用量の数に比例して、製剤の量を吸収することを示唆している。ディスペンサ
動作させる際には、利用者は、スリーブ上の製剤とそれに続く環境中への放出の負荷質量
の制御の程度を有する。
【０２３０】
　さらにシステムは、スリーブ材料の上に観察されたプルームの持続時間を定量化し、比
較していると考えられる。測定は、４つの吹出口と６つの吹出口を有するアクチュエータ
ノズルの両方で行われた。この試験を行うために、２つのディスペンサが使用され、１つ
は、６つの吹出口を有するアクチュエータノズルを有するもので、もう１つは、４つの吹
出口を有するアクチュエータノズルを有するものであった。高速度カメラ、光ファイバー
ライト、高出力ハロゲンランプ、及び三脚に加えて、ナイロン製のスリーブが使用された
。
【０２３１】
　テストを実施するために、表２の製剤を有するディスペンサが、実験台上に配置され、
２つの高輝度ハロゲン投光照明で照らされた。照明は、装置の過度の加熱を防止するため
に、測定を行う前につけて、各測定の直後に消えた。また、蒸気のプルームは、二重の光
ファイバー光源を用いて強調された。照明は、プルームが、さらに余分な加熱なく照らさ
れることを可能にし、光ファイバーの操縦可能な性質は、照明が最適化されることを可能
にした。
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【０２３２】
　カメラは、毎秒５００フレームに設定され、３.３秒間記録された。試験を行うために
、スリーブは、４つの吹出口を有するアクチュエータノズルを有するディスペンサの上に
置いた。ハロゲンランプがつけられ、記録が開始され、ディスペンサのベースが押された
。試験は、６つの吹出口を有するアクチュエータノズルを有するディスペンサを用いて繰
り返された。高速度カメラのフレームは、タイムスタンプされ、プルームの持続時間を決
定するためによく調べられた。
【０２３３】
　表５は、４つの吹出口を有するアクチュエータノズルと６つの吹出口を有するアクチュ
エータノズルを有するディスペンサの持続時間を示している。
【表５】

 
【０２３４】
　表５から分かるように、６つの吹出口を有するアクチュエータノズルを有するディスペ
ンサは、約１.２秒の平均プルーム持続時間を有しているのに対し、４つの吹出口を有す
るアクチュエータノズルを有するディスペンサは、約２秒の平均プルーム持続時間を有し
ている。
【０２３５】
　別のシステムは、様々なスリーブ材料の最大吸収容量を決定すると考えられる。特に、
試験は、異なるスリーブの様々な材料でＩｓｏｐａｒ　Ｍの最大吸収能力を検討した。
【０２３６】
　さまざまなスリーブ材料の最大吸収容量の測定は、スリーブが設定された時間でアイソ
パー製剤中に完全に浸されたとき、質量の変化を測定することによって達成された。スリ
ーブのサンプルの質量の変化は、材料の表面積当たりの吸収最大解を計算するために使用
された。種々のスリーブ材料（ナイロン、ＰＥＴフィルム、コーヒーフィルター紙、ポリ
エステル、およびガラス繊維）のそれぞれのサンプルは、約２０ｍｍ２の正方形を切断す
ることにより準備された。３つのサンプルが、各スリーブ材料の種類に対して試験された
。
【０２３７】
　少なくとも３点以上のスリーブサンプルの長さおよび幅を測定し、平均値が用られた。
表面積が計算され、サンプルの重量が測定され、ステップが、すべての試料について繰り
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ブサンプルは、ストップウォッチを同時に起動している間、完全な浸水を確保するために
製剤中に配置された。スリーブサンプルは、過剰なＩｓｏｐａｒ　Ｍがないことを確実に
するために、３０秒後に取り除かれた。飽和スリーブの質量が記録され、これらのステッ
プは、各サンプルについて繰り返された。サンプルの面積当たりの吸収液の質量が計算さ
れた。表６は、スリーブ材料の様々な種類の質量最大吸収能力を示している。
 
【表６】

 
【０２３８】
　表７は、各種材料の質量の最大吸収能の平均結果を示している。
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【０２３９】
　したがって、ファイバーグラス、コーヒーフィルター紙は、０.１８ｍｇ／ｍｍ２で、
最も高い最大吸収能力を有していた。ナイロンは、特に、ＰＥＴフィルムと比較して、比
較的高い最大吸収能力を示した。ナイロンの表示は、ナイロンが水浸しになり過ぎずに、
大量の製剤を収容するように、製剤のための特に良い容器として機能することを示してい
る。
【０２４０】
　表８を参照すると、様々なスリーブ材料を有するシステムが、作動後にスリーブ上に形
成される濡れ面積の大きさの決定を補助するために試験された。３０μＬの制御された体
積のＩｓｏｐａｒ　Ｌが使用され、５つのスリーブ素材（ナイロン、ＰＥＴフィルム、コ
ーヒーフィルター紙、ポリエステル、およびガラス繊維）のそれぞれのサンプルは、少な
くとも２０ｍｍ×２０ｍｍのサンプルサイズを使用して、準備された。
【０２４１】
　試験すべきシートをガラス面上に置き、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌが、ピペット内に吸引された
。３０μLの滴のＩｓｏｐａｒ　Ｌが、５０ｍｍの高さからスリーブサンプル上に放たれ
た。濡れ領域に印がつけられ、１０秒の点で撮影された。正方形の寸法が記録され、試験
が各サンプルについて繰り返された。
【０２４２】
　表８は、材料の様々な種類の濡れ領域（点）の平均サイズを示している。
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【表８】

 
【０２４３】
　表８で示されるように、ナイロンは、最大平均（８.００ｃｍ２）の濡れ領域（点）の
大きさを示し、したがって、試験した他の材料と比較して、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌに対して最
も高い濡れ性を有している。ガラス繊維は、最小の平均濡れ領域（点）の大きさ（４ｃｍ
２）を示し、したがって、最低の濡れ性を有している。これらの結果は、ナイロン製のス
リーブは、他の材料に対する優れた吸水特性を有していることを示唆している。また、プ
ルームを通ってか、あるいはその逆で、大気中に放出される組成物とは対照的に、より多
くの量の組成物は、ナイロンの吸収特性の結果として、受動的拡散のために利用可能であ
ると考えられる。さらに、ナイロンは、ポリエステルとは異なり、アイソパー溶媒中で膨
張せず、及び／または、ポリマー自体に活性剤を吸収しないという利点を有しているので
、活性剤は、より均一な発散のために、より効率的に、シェード１０６内または上に蓄え
られる。
【０２４４】
　別のシステムは、ウィッキング時間、気孔率、およびいくつかのスリーブ材料の多孔性
を示す表９および１０において考慮される。これらの試験は、材料特性が、細孔の大きさ
の値を計算する機能をもたらすスリーブ材料を有する組成物との相互作用に与える影響を
示している。気孔率レベル（または空隙体積比）は、空気であるスリーブの割合、すなわ
ち、細孔を含むスリーブの割合である。
【０２４５】
　異なるスリーブの様々な材料を介して１００％のＩｓｏｐａｒ　Ｍを含むアイソパー系
製剤の流量は、この実験の焦点であった。スリーブの吸収能力は、材料の気孔率を計算す
るために使用されて、計算された。計算は、スリーブがアイソパー製剤で飽和させたとき
の質量の変化を測定することによって達成された。質量の変化率は、スリーブの気孔率の
割合であることが理論化された。
【０２４６】
　５つのスリーブ材料（ナイロン、ＰＥＴフィルム、コーヒーフィルター紙、ポリエステ
ル、およびガラス繊維）のそれぞれのサンプルは、約３ｃｍ幅で、スリーブから１０ｃｍ
の高さの細片を切断することによって準備された。それぞれのスリーブサンプルの重量、
高さ、長さ、及び幅が測定された。サンプルは、少なくとも３つの異なる点に沿って測定
され、測定の平均が使用された。スリーブの密度が算出された。これらのステップが、そ
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れぞれのサンプルについて繰り返された。４ｍＬのアイソパーがビーカーに加えられ、ア
イソパーを含んだビーカーの質量が記録された。スリーブサンプルの先端がビーカーに挿
入され、同時にストップウォッチを開始した。ペーパータオルの一片は、スリーブの先端
に配置された。紙タオルは、製剤が、その中に染み込み始めるか、またはアイソパーがス
リーブの上部に到達するまで監視される。ストップウォッチが停止され、飽和が起こるま
での時間が記録された。スリーブがビーカーから取り出され、余分なＩｓｏｐａｒ　Ｍは
なかった。飽和スリーブの質量が記録され、前のステップがそれぞれのシートサンプルご
とに繰り返された。
【０２４７】
　表９は、サンプルの表面の面積当たりに吸収された製剤の質量はもちろん、Ｉｓｏｐａ
ｒ　Ｍが、１００ｍｍの試験サンプルを通って吸収されたウィッキング速度を示している
。
【表９】

 
【０２４８】
　表１０は、それぞれの材料については、表９における試験データの平均値を示している
。



(47) JP 6367197 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

【表１０】

 
【０２４９】
　図示のように、コーヒーフィルター紙とナイロンの両方が表面積値当たりの吸収が比較
的高かった。コーヒーフィルター紙のウィッキング速度は、ナイロンのそれよりも２倍以
上の速さだった。この試験は、ナイロンに比べてより速く、より一貫性のない蒸発速度を
得た、増加した濡れ性に起因して、コーヒーフィルター紙の上に、大きいが、低密度の濡
れ領域（点）をもたらした。ナイロンは、コーヒーフィルター紙に比べてより局所的で、
集中した濡れ領域（点）を有していた。したがって、その結果は、ナイロンは、より低い
が、より安定した蒸発速度を有することを示唆している。
【０２５０】
　異なるシステムは、各ディスペンスの定量や種々のスリーブ材料からの蒸発率に関係す
ると考えられている。この一連の実験は、スリーブ、容器、および基部からなるディスペ
ンサを使用した。容器は、８０重量％の量のＢ－５２、１８.９６４重量％の量のＩｓｏ
ｐａｒ　Ｌ、１.０３６重量％の量の活性メトフルトリンを有する流動性の媒体を含む。
メトフルトリンの密度は、１.２１ｇ／ｍＬであることが示され、Ｉｓｏｐａｒ　Ｌの密
度は、１８.９６ｇ／ｍＬであることが示され、Ｂ-５２の密度が、０.５６ｇ／ｍＬであ
ることが示された。さらに、サミット３００ｍｃlのバルブが、Ａｐｔａｒ１８５ｍｃlの
バルブに加えて、試験された。サミットのバルブは、１回の噴霧あたり１３７ｍｇを、１
回の噴霧あたり、１．３７ｍｇの活性剤を、２回の噴霧後、２．７４ｍｇの活性剤を、２
回の噴霧後、４．１１ｍｇのの活性剤を定量出すことが見出された。開口バルブは、１回
の噴霧で、９９.７ｍｇを、１回の噴霧で、０.９９７ｍｇの活性剤を、２回の噴霧で１.
９９４ｍｇの活性剤を、３回の噴霧で、２.９９１ｍｇの活性剤を放出した。
【０２５１】
　各用量に定量出された質量が算出された。これは非常に小さな質量であるため、その質
量は、結果の信頼性を高めるために何度も計算された。実験は、非吸収性の制御として作
用したアルミニウム箔からなるスリーブ、試験される他の材料（ナイロン、ガラス繊維、
ＰＥＴフィルム、コーヒーフィルター紙、ポリエステル）製のスリーブ、１つの組成物の
容器、４つの吹出口を有するスアクチュエータノズルを有するディスペンサ、ストップウ
ォッチ、および目盛り尺を使用して、行われた。
【０２５２】
　目盛りは、すべての測定を実施する前に、同じに目盛りを調整するために、平らで水平
な表面上に正確に調整された。ディスペンサが分解され、個々の構成要素の重さが量られ
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る間、押されていた。ディスペンサは、計量され、記録された。計量と押し下げは、約１
０回繰り返された。押し下げは、ベース上の任意の滴下の蒸発を避けるために、立て続け
に起こった。残留物は、ベースの上から拭き取られ、ベースは、再計量された。
【０２５３】
　制御アルミスリーブを有するディスペンサを使用して、個々の構成要素（ベース、容器
、およびスリーブ）は、重さが量られた。ストップウォッチが同時に開始され、ベースは
、１回分を放出するために押された。時間が記録されている間に、スリーブは取り出され
、重さが量られた。スリーブは、量りの上に保持され、質量は、乾いた状態と元の値の１
０％以内に戻った完全にずぶ濡れのスリーブとの間の差になるまで、適当な間隔（約３０
秒ごと）で記録された。使用されるスリーブは除去され、異なる材料の新鮮なスリーブと
交換した。すべての材料が試験されるまで、全ての工程を繰り返した。
【０２５４】
　表１１は、容器の重量、材料の量、およびそれぞの試験で定量出される活性剤と溶媒の
量を示している。
  
【表１１】

 
【０２５５】
　ベースは、その後拭かれ、１．２ｍｇ未満の定量出された組成物がベースに残っている
ことを示す（８７.２９２２ｇ）と再計量された。押すごとに定量出された組成物の平均
質量は、２７ｍｇの活性剤および溶媒を含む、１３５ｍｇであった。
【０２５６】
　容器のための所定の化学データから、各１回分の活性剤の量は、２０％であることが見
出された。表１２は、組成物を塗布した後、選択した期間におけるスリーブの質量を示す
。
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【表１２】

 
【０２５７】
　質量は、それぞれのサンプルについて計算され、結果は表１３に表示される。

【表１３】

 
【０２５８】
　表１３に示した結果に加えて、図２４は、材料のすべてを合わせた蒸発プロットを示す
。
【０２５９】
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　このように、付着するかまたは各スリーブに吸収される製剤の計算質量は、２５ｍｇか
ら３０ｍｇの間で一貫している。全てのサンプルについて、各１回分で定量出された溶媒
および活性剤の９０％を超えると推定される。また、８０％の製剤が蒸発するまでの時間
は、材料に応じて、大幅に異なることができる。例えば、時間は、ポリエステルにわずか
１４分程度かかり、アルミニウム箔に３０分以上かかる。ガラス繊維およびナイロンのサ
ンプルは、試験された他の材料に比べて、３０分の適当に長期間にわたって、付着した製
剤の安定した放出速度特性（プロファイル）を示した。安定した放出速度特性は、これら
の材料がディスペンサからの組成物の放出を制御することに関して、より一貫性のあるこ
とを示唆している。
【０２６０】
　図２５及び２６を全体的に参照すると、ナイロン製のスリーブを有するディスペンサが
、８０重量％の量のＢ-５２噴射剤、１８.８１重量％の量のＩｓｏｐａｒ　Ｌ溶剤、１.
０４重量％の量のメトフルトリン活性剤、０.１５重量％の量のユーカリ油を含む組成物
を有する容器と組み合わせて使用された。
【０２６１】
　ディスペンサの種々の特性が、作動後に測定された。試験を実施するために、ディスペ
ンサは実験台上に配置され、２つのの高輝度ハロゲン投光照明で照らされた。ライトは、
装置の過度の加熱を防止するために、測定を行う前につけて、各測定の直後に消えた。ま
た、蒸気のプルームは、二重の光ファイバー光源を用いて強調された。照明は、プルーム
が、さらに余分な加熱なく照らされることを可能にし、光ファイバーの操縦可能な性質は
、照明が最適化されることを可能にした。
【０２６２】
　作動し、得られたプルームの特性は、高速度カメラ、Ｍｉｋｒｏｔｒｏｎ ＧｍｂＨよ
り提供されたＭｏｔｉｏｎＢＬＩＴＺ　Ｃｕｂｅ２を用いて測定された。カメラは、１２
８０×１０２４ピクセルの最大解像度と５００コマの最大フレームレートで動作させた。
カメラが十分な安定性を提供するために、プロ級の三脚に取り付けられ、ゲイン及び映像
取得の制御を可能にするソフトウェアによって制御された。データは、未加工ののバイナ
リ形式で保存された後、圧縮なしでａｖｉ形式に変換された。フレームとタイミングデー
タは、フレーム画像に埋め込まれて保存されました。目盛り定規は、後の分析のための基
準を提供するために、画像に含まれていた。
【０２６３】
　測定は、温度が約２１℃で±１.５℃、湿度は約７１％であったエアコン付きの実験室
で行われた。 
【０２６４】
　高速度カメラは、作動後に装置の上面から発せられる見ることが可能なプルームを記録
するために使用された。たくさんの数の動画が、噴射されたプルームの可視性を最適化す
るために、異なる照明及び露出設定を使用して記録された。吸収性スリーブが除去され、
動画が、４つのアクチュエータノズルからの噴流を映して、記録された。ここでも、ビデ
オは、たくさんの数の照明や露出設定のために記録された。
【０２６５】
　図２５は、高速ビデオのいずれかからの一つのフレームを示している。画像は、作動後
１４６ミリ秒とで撮られた。明るい矩形領域は、吸収性スリーブ１０６であり、より明る
くプルームを照光する必要性から、露出過度にされた。画像のはっきりした二つのプロー
ブは、光ファイバー照明の端部である。作動後に約１４６ミリ秒で、装置を出る蒸気のプ
ルームがはっきりと見える。ビデオを分析することにより、プルームの前面の速度を測定
することが可能であった。
【０２６６】
　プルーム前面の速度は、上述の映像法を用いて測定した。表１４は、スリーブのチャネ
ルを通って測定され、その後、スリーブの出口の上の２５ｍｍのセグメントに測定された
プルームの推定速度を示している。
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【表１４】

 
【０２６７】
　したがって、流れの乱流の性質は、推定値の広い範囲を与えるが、その流れは、画面上
、最初の２５ｍｍで１０倍遅くなることが分かる。
【０２６８】
　さらなる試験では、スリーブは、ディスペンサの底部から除去され、上記のテストは、
ビデオで記録しながら、繰り返された。エアゾール化スプレーは、ディスペンサから放出
された。ビデオのいずれかからの一つのフレームは、図２６に示されている。装置の高速
ビデオからのフレームは、装置の作動後の吸収性スリーブなしで描かれている。ビデオを
分析することにより、エアゾール化された噴霧速度の推定値が得られた。
【０２６９】
　表１５は、スリーブなしでディスペンサを用いてエアゾール化された噴霧速度を示す。
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【表１５】

 
【０２７０】
　表１５は、エアゾール化された噴霧の流れが、非常に乱流であるが、その速度は、アク
チュエータノズルの場所で約８ｍ／sから、アクチュエータノズルから２５０ｍｍの場所
で約２ｍ／ｓに減速する。
【０２７１】
　また、噴霧を介してスリーブを濡らす操作も測定された。ディスペンサは、実験台上に
配置され、二重の光ファイバー光源によって照らされた。光の位置、強度、および色温度
が、吸収性スリーブ上の濡れ点（スポット）の視認性を最大化するために、目で、調整さ
れた。２系列の測定の両方が、約３０度の仰角で上から見下ろすことによって、行われた
。使用したデジタルカメラは、キヤノンのＰｏｗｅｒＳｈｏｔ　ＳＸ１５０　ＩＳ（PＣ
１６７７）だった。そのカメラは、高い安定性を提供するために、プロ級の三脚に取り付
けた。
【０２７２】
　測定は、温度が約２１℃で±１.５℃、湿度は約７３％であったエアコン付きの実験室
で行われた。
【０２７３】
　２つのシリーズの写真が撮られた。どちらの場合も、画像は、濡れていないスリーブか
ら取り出した。追加の画像は、噴霧が活性化された後、濡れ点（スポット）を見分けるの
が困難になるまで、後続の間隔で、直後に撮影された。画像の最初のシリーズでは、活性
化後６分まで１分間隔で撮影された。濡れの初期の広がりのほとんどが最初の１分で行わ
れ、写真の第２シリーズは、１分間で１５秒の間隔で、その後２分、３分で撮影されたこ
とが明らかになった。最後に、新しいスリーブが挿入され、噴霧が作動され、スリーブの
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されている間、点（スポット）は最大サイズを達成した。２分後、スポットは、スリーブ
に吸収されたので、より不明確になった。
【０２７４】
　画像は、作動後６分までの間隔で撮影され、その濡れ点（スポット）が、２分で、約１
５ｍｍから約２５ｍｍの大きさにわずかに増加し、より不明確になり、液体が吸収される
ように見えるようになることが分かった。
【０２７５】
　第２の画像の連続は、作動後２分までの間隔で撮影され、濡れが、作動で瞬間的に見え
るため、作動から２分までの変化が少ないことがわかった。
【０２７６】
　さらに、スリーブは、視覚的に、写真の結果を確認するために検査された。吸収性スリ
ーブの外側の濡れた点（スポット）の目視検査の結果は、実質的に内側で撮影されたもの
と一致した。目視検査は、濡れ点（スポット）の大きさを容易に測定することを可能にし
た。濡れ点（スポット）は、幅が約２５ｍｍ、高さが約３５ｍｍの略楕円であった。楕円
形状は、アクチュエータノズルからの噴霧が円錐形であることを確かめる。
【０２７７】
　表１６を参照すると、システムは、かさ密度、気孔率、および様々なスリーブ材料の表
面積を示していることが考えられている。試験されたスリーブ材料は、ナイロン、コーヒ
ーフィルター紙、ポリエステル、およびガラス繊維が含まれている。
【０２７８】
　ＢＥＴ表面積分析が、それぞれのスリーブのサンプルに対して行われた。ＢＥＴ表面分
析は、脱気された固体表面の上に気体の分子の物理吸着を使用している。単分子層吸着（
すなわち、クリプトンが使用されている）とその結果は、相対圧力に対する吸着ガスの体
積の逆相関プロットであることが推測される。関係のプロットから、Ｃの値は、クリプト
ンが基部に付着する強さの程度を示している。材料のｍ２／ｇでのＢＥＴ表面積も計算さ
れた。
【０２７９】
　水銀ポロシメトリ（ＭＩＰ）分析が、試料のそれぞれについて行われた。ＭＩＰは、粒
度分布、気孔率、細孔面積、および材料の気孔率に関連する測定値を提供する。測定は、
０.００３μｍから６００μｍの範囲（試料の性質に依存して）で細孔径分布を測定する
ことができるＭｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ ＡｕｔｏＰｏｒｅＩＶ気孔率計を使って行わ
れた。
【０２８０】
　サンプルのヘリウムの密度は、材料の絶対密度を測定するために使用されるヘリウム比
重瓶法を介して測定された。ヘリウム密度はＭｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ　Ａｃｃｕｐｙ
ｃ１３３０機器を用いて測定された。
【０２８１】
　表１６は、表面積、体積基準メジアン径、ナイロン、コーヒーフィルター紙、ポリエス
テル、及びガラス繊維の総気孔率、気孔率、及びヘリウム密度を示す。
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【表１６】

 
【０２８２】
　表１６の結果は、ナイロンのサンプルでは、６００μｍ以上の細孔が存在することがで
きることを示唆している。表１６は、コーヒーフィルター紙のより大きな表面積に起因し
て、ナイロンサンプルと比較してコーヒーフィルター紙では、より小さな孔があることを
示唆している。また、表１６は、ポリエステルサンプルは、繊維ガラスとナイロンサンプ
ルと比較して、ポリエステルサンプルに適用される製剤の吸収性と放出速度との相違を説
明することができる非常に大きな孔を備えることを示唆する。
【０２８３】
　表１７乃至２３を参照すると、多数のディスペンシングシステムは、様々なアクチュエ
ータノズルから定量出された後に、流動性の媒体の粒子サイズ測定値を決定するために試
験された。具体的には、エアゾール噴霧と４つの吹出口を有するアクチュエータノズルか
らプルームを発生させるスリーブの粒度分布は、３００ｍｍのレンズを使用し、リアルタ
イムで、０．１から９００ミクロン（Ｄｖ５０：０．５から６００ミクロン）までの噴霧
粒子と噴霧液滴サイズの測定を可能にするＭａｌｖｅｒｎ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社に
より提供されるＳｐｒａｙｔｅｃレーザー回折システムを使用して、測定された。
【０２８４】
　ディスペンサからの４つの吹出口を有するアクチュエータノズルは、装置のスリーブの
存在なしに、詰め替え製剤計量投与エアゾール容器に装着し、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐｒａ
ｙｔｅｃのレーザー回折装置の測定窓の下方中央に取り付けられ、結果として生じる噴霧
は、測定領域を確実に通る。測定捕捉プログラムが実行され、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐｒａ
ｙｔｅｃ　Ｎａｓａｌ Ｓｐｒａｙ　Ａｃｃｅｓｓｏｒｙを用い、それによって、平行な
レーザー光の入射ビームを通してエアゾールを噴霧して、エアゾール容器は、活性化され
た。測定は、記録され、粒度分布は計算された。
【０２８５】
　エーロゾル液滴粒度分布のために測定された各実験サンプルは、装置のアクチュエータ
ノズルから平行なレーザー光の入射ビームまで７０ｍｍの距離で、測定され、再度、上記
の設定を用いて、装置のアクチュエータノズルから平行なレーザー光の入射ビームまで１
７０ｍｍの距離で測定された。
【０２８６】
　７０ｍｍの距離は、エアゾール噴霧が完全に組み立てられたディスペンシング装置内に
スリーブ表面と交差するアクチュエータノズル上の距離を表す。１７０ｍｍの距離は、完
全に組み立てられた装置内のスリーブの上端にアクチュエータノズル上の距離を表す。
【０２８７】
　下記の変化するノズルの出口の大きさを有する４つの吹出口を有するアクチュエータノ
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。
【０２８８】
　試験された３つのアクチュエータノズルは、試作装置で０．５１ｍｍの吹出口の直径を
有するアクチュエータノズルと、追加の０．５１ｍｍの吹出口の直径を有するアクチュエ
ータノズルと、１．２ｍｍの吹出口の直径を有するアクチュエータノズルを含んでいた。
【０２８９】
　ディスペンサからの４つの吹出口を有するアクチュエータノズルは、装置のスリーブの
存在なしに、詰め替え製剤計量投与エアゾール容器に装着し、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐｒａ
ｙｔｅｃのレーザー回折装置の測定窓の下方に取り付けられ、それによって、アクチュエ
ータノズルの４つの吹出口のうちの一つから出たエアゾール噴射は、作動中に測定領域を
通過する。測定捕捉プログラムが実行され、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐｒａｙｔｅｃ　Ｎａｓ
ａｌ Ｓｐｒａｙ　Ａｃｃｅｓｓｏｒｙを用い、それによって、平行なレーザー光の入射
ビームを通してエアゾールを噴霧して、エアゾール容器は、活性化された。測定は、記録
され、粒度分布は計算された。
【０２９０】
　エーロゾル液滴粒度分布のために測定された各実験サンプルは、装置のアクチュエータ
ノズルから平行なレーザー光の入射ビームまで７０ｍｍの距離で、測定され、再度、上記
の設定を用いて、装置のアクチュエータノズルから、アクチュエータノズルサンプル（０
.５１ｍｍ、１.２ｍｍ、及び追加の０.５１ｍｍサンプル）のための入射ビームまで１２
０ｍｍ、１５０ｍｍまたは１７０ｍｍの距離で測定された。
【０２９１】
　下記の吹出口の大きさを変化させる４つの吹出口を有するアクチュエータノズルの３つ
のサンプルは、上記の方法を用いて、粒度分布に及ぼす影響について試験された。
【０２９２】
　試験されたアクチュエータノズルは、試作装置で０．５１ｍｍの吹出口の直径を有する
アクチュエータノズルと、追加の０．５１ｍｍの吹出口の直径を有するアクチュエータノ
ズルと、１．２ｍｍの吹出口の直径を有するアクチュエータノズルを含んでいた。
【０２９３】
　４つの吹出口を有するアクチュエータノズルは、詰め替え製剤計量投与エアゾール容器
とスリーブに装着し、Ｍａｌｖｅｒｎ　Ｓｐｒａｙｔｅｃのレーザー回折装置の測定窓の
１５０ｍｍ下方中央に取り付けられ、スリーブの体積内に存在し結果として生じる噴霧は
、測定領域を確実に通る。測定捕捉プログラムが実行され、ディスペンサが活性化され、
それによって、結果として生じるプルームがスリーブ内の体積に存在し、入射ビームを通
して通過するスリーブ体積内にエアゾールを噴霧する。測定は、記録され、粒度分布は計
算された。
【０２９４】
　下記のスリーブ材料の３つのサンプルが、上記の方法を用いて、スリーブの体積を出る
プルーム上の粒度分布に及ぼす影響のために、ベースと０．５１ｍｍの吹出口の直径を有
するアクチュエータノズルとを組み合わせて、試験された。試験されたスリーブ材料は、
ナイロン、繊維ガラス、およびポリエステルが含まれていた。
【０２９５】
　表１７は、４つの吹出口を通って噴霧を放出し、約０.５ｍｍの直径サイズを有する第
１のアクチュエータノズルから放出された流動性の生成物の粒度分布を示す。
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【表１７】

 
【０２９６】
　表１８は、４つの吹出口を通って噴霧を放出し、１.２ｍｍの直径サイズを有する第２
のアクチュエータノズルから放出された流動性の生成物の粒度分布を示す。 

【表１８】

 
【０２９７】
　表１９は、４つの吹出口を通って噴霧を放出し、０．５ｍｍの直径サイズを有する第３
のアクチュエータノズルから放出された流動性の生成物の粒度分布を示す。
【表１９】

 
【０２９８】
　表２０は、１つの吹出口を通って噴霧を放出し、約０.５ｍｍの直径サイズを有する第
１のアクチュエータノズルから放出された流動性の生成物の粒度分布を示す。

【表２０】

 
【０２９９】
　表２１は、一つの吹出口を通って噴霧を放出し、１.２ｍｍの直径サイズを有する第２
のアクチュエータノズルから放出された流動性の生成物の粒度分布を示す。
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【表２１】

  
【０３００】
　表２２は、１つの吹出口を通って噴霧を放出し、０.５ｍｍの直径サイズを有する第３
のアクチュエータノズルから放出された流動性の生成物の粒度分布を示す。
【表２２】

 
【０３０１】
　表２３は、第３のアクチュエータノズルから放出され、その上部開口部を介してスリー
ブを出た後に測定された流動性生成物の粒度分布を示す。試験は、種々のスリーブについ
て繰り返された。

【表２３】

 
【０３０２】
　興味深いことに、シェードを利用すると、すべてのノズルのタイプと比較して、粒度分
布の有意な減少をもたらした。すべてのノズルは、７０ｍｍと１７０ｍｍで、粒度分布を
決定するためにシェードなしに噴霧された。シェードなしの７０ｍｍでの測定（表１８－
２２を参照）は、エアゾール化された噴霧が試験されたシェードの内表面に影響を及ぼす
ために進む必要がある距離に比例しているであろうことが理論化され、その結果が、表２
３に示されている。シェードなしで試験されたすべてのノズルが、それぞれ約２９μｍと
２５μｍのＤｖ（９０）の分布を有したナイロンとガラス繊維のシェードの出口で測定さ
れた粒度分布よりも著しく高い粒度分布、例えば、４回の噴霧で、約４１μｍから約２５
０μｍと１回の噴霧で約６７μｍから１２１μｍとの間の分布、を有していることがわか
った。ポリエステルシェードは、約４３μｍのＤv（９０）の分布という結果になった。
【０３０３】
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　さらに、シェードなしの１７０ｍｍでの測定（表１８-２２を参照）は、エアゾール化
された噴霧が試験されたシェードから出るために進む必要がある距離に比例しているであ
ろうことが理論化され、その結果が、表２３に示されている。シェードなしで試験された
すべてのノズルが、それぞれ約２９μｍと２５μｍのＤｖ（９０）の分布を有したナイロ
ンとガラス繊維のシェードの出口で測定された粒度分布よりも、著しく高い粒度分布、例
えば、４回の噴霧で、約３８μｍから約３９μｍ（粒子がその高さに進まなかったので、
第２のノズルは、検出可能な噴霧を生成しなかった。）と１回の噴霧で約６９μｍと約９
２μｍとの間のＤｖ（９０）の分布、を有していることがわかった。前述のように、ポリ
エステルのシェードは、約４３ミクロンのＤvの（９０）の分布という結果になった。
【０３０４】
　さらに、試験は、１０μｍ未満であった粒子の割合についての洞察を提供した。任意の
ノズルから１回の噴霧か４回の噴霧かが行われたかどうかにかかわらず、１０μｍ未満の
大きさを有する粒子の割合範囲は、７０ｍｍで測定して、約１％から約２０％の間であり
、１７０ｍｍで測定して、約２０％から約２４％の間であった（粒子がその高さにまで進
まなかったので、第２のノズルは、検出可能な噴霧を生成しなかった。）。対照的に、試
験されたシェードのすべては、１０μｍ未満の大きさを有する総粒子の割合は、少なくと
も２８％から４３％までという結果となった。
【０３０５】
　したがって、シェード、基部またはチャネルを含むことは、上端、出口または開口を出
る粒度分布に大きな影響を与えることが考えられる。実際に、その中に吐出される流動性
の媒体と導管を有する基部は、チャネルの出口のＤｖ（９０）の粒度分布で３０μｍ以下
の粒度分布、及び／または、チャネルの出口のＤｖ（５０）の粒度分布で１５μｍ以下の
粒度分布、及び／または、チャネルの出口のＤｖ（１０）の粒度分布で６μｍ以下の粒度
分布を含むことが考えられる。さらに、その中に吐出される流動性の媒体と導管を有する
基部は、粒子の少なくとも１５％が１０μｍ未満の大きさの粒度分布、粒子の少なくとも
２５％が１０μｍ未満の大きさの粒度分布、粒子の少なくとも３０％が１０μｍ未満の大
きさの粒度分布、粒子の少なくとも３５％が１０μｍ未満の大きさの粒度分布、粒子の少
なくとも４０％が１０μｍ未満の粒度分布、及び／または、粒子の少なくとも４５％が１
０μｍ未満の粒度分布を含むことが考えられる。
【０３０６】
　また、他の趣里のハウジング、例えば、伸縮自在のハウジングまたは電子素子を利用し
たハウジング、は、同様に上記の特性を含むことが考えられる。例えば、米国特許出願番
号１１／７２５，４０２及び１１／８９３，５３２で開示されている電気機械式ディスペ
ンシングシステムは、ディスペンサが、上記のように、完全にまたは部分的に任意の人工
的な特徴を含んでいないという印象を与えるために、自然な外観を含むように改造されて
いる。例えば、ディスペンサは、完全にまたは部分的に自然なパターンを付与することが
でき、天然に存在するオブジェクトの形状を模倣し、または天然に存在する物体から形成
される。しかし、他の基部は、小石、石、化石化した物などの異なる材料から作られても
よいことが考えられる。
【０３０７】
　場合によっては、材料が、木材、石、紙、または岩またはこれらの組み合わせなどの自
然に存在する物質から選択、または、近づくように設計された製造物を含む。そのような
材料は、それらが自然な外観および／または触れたときに自然な触感を有するということ
に基づいて選択されてもよい。天然素材、または天然素材の類似体を組み込むことにより
、ディスペンサ１００は、サンルーム、またはポーチ、バルコニー、またはパティオのよ
うな屋外の場所に配置するのに、より適切に見えるようにすることができ、または家の中
で、既存の天然のオブジェクトの外観または触感を補完することができる。
【０３０８】
　いくつかの実施形態では、蓋（図示せず）は、少なくとも部分的に、ディスペンサ１０
０を覆うように含まれていてもよい。一実施形態では、蓋は、蓋を通る開口を含む格子状



(59) JP 6367197 B2 2018.8.1

10

20

30

40

50

の構成で付与される。他の実施形態では、蓋は、格子状の形状の多孔性に近づくメッシュ
、スクリーン、または織物構成を有してもよい。一実施形態では、スリーブ１０６及び蓋
は、利用者が、その崩壊を引き起こすことなく、スリーブ１０６でディスペンサ１００を
しっかりと握ることを可能にするために、硬質材料で形成されている。
【０３０９】
　さらに、スリーブ１０６の内表面は、様々なテクスチャー及び／または、粗い表面、滑
らかな表面、表面パターンを有し、滑らかな表面、溝が付いた表面、および偏向角に影響
を与えることができるか、順番に、スリーブの内表面に付着する量とそこから反らされる
組成物の量に影響を与えることができるそれらの組み合わせを有していてもよい。さらに
、流れの速度を増加または減少すること、及び／または、いくつかの種類の計量装置を提
供することは、それぞれ、第１、第２、および第３の量に、分配される組成物の量を変化
させるのを助けることができる。
【０３１０】
　他の実施形態では、他の表面マーキング、切れ目、および／または表面の凹凸が、ディ
スペンサのディスペンシング（定量吐出）特性に影響を与えるために、一体型または別個
の構成要素としてのいずれかで、スリーブ上に設けてもよいことが考えられる。例えば、
バッフル、リブ、または他の構成要素が、ディスペンシングを助ける、及び／または、プ
ルーム、またはスリーブの内表面上に、組成物の一定量を向けるために、スリーブの内表
面に加えることができることが想定される。さらに、他の要素は、プルームの形成を助け
るディスペンサに設けてもよい。
【０３１１】
　さらなる実施形態では、ディスペンサは、ディスペンサの動作を補助する、より複雑な
構成要素を組み込むことができる。例えば、追加のおよび／または代替の機構は、容器か
らエアゾール組成物を放出するために使用されてもよい。この実施形態では、タイマー（
図示せず）及び／または、モーションセンサーまたは他の種類のセンサーのようなセンサ
ー（図示せず）によって決定される経過時間の期間に応答してディスペンサを作動させる
機械的および／または電気機械的なシステムが使用されてもよい。
【０３１２】
　一実装形態では、センサーは、光検出器のような、光検出素子であってもよく、また、
マイク等の音声検出素子であってもよい。この実施形態では、ディスペンサは、例えば、
利用者が、ディスペンサが置かれた部屋に入室することにより、活性化されてもよい。こ
の場合、センサーは、利用者の入室を検出し、その後、容器から組成物の計量された用量
を放出するためにディスペンサの活性化を誘発する。一実施形態では、ディスペンサは、
組成物の計量された用量を放出する電池（図示せず）で駆動するソレノイド（図示せず）
を組み込んでもよい。
【０３１３】
　さらなる実施形態では、ディスペンサ内で１つ以上の照明の使用が考えられる。例えば
、照明は、ディスペンサの一部に設けてもよい。一実施形態では、照明は、放出される流
動性の媒体の有効性に対応してもよい。例えば、流動性の媒体がスリーブ上に存在し、及
び／または受動的に拡散されている間に、照明が照射されてもよい。照明は次第に消えて
いくか、さもなければ、流動性の媒体が受動的に拡散されるように消散する。受動的な拡
散が、完了または実質的に完了したときに、照明は、消されてもよい。さらに、照明がス
リーブ上の濡れ面積を照らす、及び／または、スリーブの個々の繊維を照らすのを助ける
ために提供されてもよいことが考えられる。ディスペンサは、独立の照明として動作して
もよい。
【０３１４】
　別の実施形態では、ディスペンサは、ディスペンサが滞空しているか、そうでなければ
浮遊させることができるように反転して利用されてもよい。この実施形態では、コードま
たは他の機構は、ディスペンサを作動させるために提供される必要があり得る。
【０３１５】
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　他の実施形態では、ディスペンサは、利用者が手動でディスペンサを噴霧できるような
方法で動作させてもよい。例えば、組成物および適切な噴霧器を有する容器は、別々に利
用者に提供されてもよい。利用者は、受動拡散機能を提供するために、スリーブの内部お
よび／または外部表面の１つまたは複数の部分を噴霧してもよい。この場合、利用者は、
組成物の一部が能動的に放出され、組成物の一部が、受動的な拡散のためのスリーブに向
けられるように、スリーブの頂部に噴霧してもよい。このように、スリーブは、利用者の
介入を介して、組成物を定量に分けられてもよい。別の実施形態では、スリーブは、ディ
スペンサの基部内に配置された容器を介してだけでなく、スリーブの外面上の手動噴霧を
介して定量に分けられる能力を有していてもよい。
【０３１６】
　別の実施形態では、作動サイクル中に定量出された流動性の生成物の量は、多くの要因
に依存してもよい。例えば、流動性の媒体の第１の量は、特定の速度で放出することがで
き、流動性の媒体の第２の量は、異なる速度で吐出することができる。吐出される流動性
の媒体の量と速度はディスペンサが作動される頻度に関連してもよい（例えば、逐次作動
中、最後の作動等に関して一定の時間枠内で、など）。
【０３１７】
　容器１０４は、エアゾール容器、ポンプ式噴霧器等であってもよい。本明細書中で使用
することができるリザーバー、活性化機構、組成物、基部などのさらなる例は、米国特許
第７８３７０６５、８０６１５６２、及び米国特許出願１１／８０１５５４、１１／８９
３４５６、１１／８９３４８９、１１／８９３４７６、１１／８０５９７６、１１／８９
８４５６、および１１／８９３５３２に開示されているものが挙げられる。
【０３１８】
　用語「流動性の媒体」、「組成物」、「製剤」などのいずれかは、互換的に使用され、
限定することを意図するものではない。むしろ、用語は、定量出される（ディスペンスさ
れる）またはさもなければ、放出されることが可能な任意の形態（例えば、液体、気体、
固体、等）の任意の物質を含むことが意図される。
【０３１９】
　本明細書で使用される「通って」という用語は、一般的に、ベース１０２からチャネル
２４２または導管に、沿ってまたは入って、または、上部開口部２３８またはその出口ま
で、流動性の媒体がとる経路を意味する。対照的に、スリーブ１０６の壁を「通って」導
かれる流動性の媒体を議論する際には、流動性の媒体が、スリーブ１０６の繊維に吸収さ
れ、そこから受動的に放出されるのではなく、スリーブ１０６の繊維強度をくぐり抜ける
ことによって、スリーブ１０６の繊維から直接ずっと吐出されることを意味する。
【０３２０】
　本明細書で考えらえる追加的な特徴は、使い切り指標または利用の合図が含まれている
。例えば、揮発性の活性剤が、スリーブ１０６の内表面２３２上に、定量出される（ディ
スペンスされる）一実施形態では、揮発性の活性剤が完全にそこから蒸発するときを表示
するために、出現するかまたは消えるインクが、スリーブ１０６内に設けられている。イ
ンクの出現および消滅の組み合わせは、応用製品とディスペンサ１００から揮発性の活性
剤を徐々に発散することに、より複雑な特徴を作り出すことが考えられる。例えば、活性
化するために剥離される液体／ゲル容器、毛管作用若しくは、吸収層と一緒にそれらを剥
離するまたは押す際に活性化する吸収作用を用いるインク、日付を設定するダイヤル、活
性化されたときを書くための場所など含んで、他の使い切りの合図が、用いられる。
【０３２１】
　別の実施形態において、ディスペンサ１００は、ヒータおよび／またはファンまたは当
技術分野で知られている他の手段のように、放射率を増大させるための機構を組み込んで
もよい。
【０３２２】
　発明の詳細な説明で引用した全ての文献は、関連部分において、参照により本明細書に
組み込まれる。いずれの文献の引用も、それが本発明に対する先行技術であるという承認
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【産業上の利用可能性】
【０３２３】
　本発明の多数の変形は、前述の説明の観点から当業者には明らかであろう。したがって
、この説明は、例示としてのみ解釈されるべきであり、本発明を作成し使用し、同じ実施
する最良の形態を教示するために、当業者に可能にする目的のために提示されている。添
付の特許請求の範囲の範囲内に入るすべての変更の排他的権利が確保されている。 
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